
電
話

：
0554-62-3111（

代
）

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
http://w

w
w

.city.uenohara.yam
anashi.jp/

 E
-m

ail：
kikaku@

city.uenohara.lg.jp
編

集
・

発
行

：
上

野
原

市
役

所
山

梨
県

上
野

原
市

上
野

原
3832

番
地

2017　
  N

o.151
9

広
報

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、
植物性インキを使用しています。

広
報
う
え
の
は
ら

9
Public

う
え
の
は
ら

N
o.151

2
0

1
7
年

■
広
報

Public Relations

Relations

～
頑
張
る
あ
な
た
を
応
援
す
る
情
報
誌
～　

広
報
う
え
の
は
ら

広報うえのはら　No.151     32

有料広告

有料広告募集（裏表紙３枠・くらしのガイド下段）　
市では、広告主を募集しています。事業主などのみなさん、ぜひ、ご活用ください。

▲

問 企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

お知らせ

電話　0554-63-0234

認定補聴器技能者  宮川学 検索

みやがわとけい・めがね・補聴器 ふらっと上野原 検索

電話 0554-63-0234

9
月
号

『
総
合
支
援
法
の
補
聴
器
は
…
』

　障
害
者
総
合
支
援
法
で
身
体
障
害
者

障
害
程
度
等
級
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し

た
場
合
、
補
聴
器
の
購
入
費
用
が
補
助

さ
れ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、
対
象

と
な
る
補
聴
器
が
、
お
店
の
契
約
し
て

い
る
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
性
能
が
こ
と

な
る
こ
と
は
、
意
外
に
も
知
ら
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。

　わ
が
社
が
契
約
す
る
ワ
イ
デ
ッ
ク
ス
補

聴
器
は
、
他
の
メ
ー
カ
ー
よ
り
も
、
よ
り

優
れ
た
機
種
を
障
害
者
の
方
に
提
供
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
最
新
性
能
を
備
え
た
補

聴
器
を
対
象
機
種
に
指
定
し
ま
し
た
。
ぜ

ひ
、
ワ
イ
デ
ッ
ク
ス
補
聴
器
を
お
試
し
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　聞
こ
え
の
不
安
で
も
悩
ん
で
お
ら
れ

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
ず
は

眼
科
、
耳
鼻
科
の
先
生
の
と
こ
ろ
に
行

き
、
診
察
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
矯
正
が
必
要
と
な
れ
ば
、
創
業

85
年
を
迎
え
、
最
新
の
検
査
機
器
を
導

入
し
た
『
新
生
み
や
が
わ
』
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
生
涯
お
付
き
合
い
で
き
ま

す
よ
う
誠
心
誠
意
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

認定補聴器技能者   

宮川 学

▲このアイコンが目印

無料 FREE APP

※ブラウザ版は音声読み上げに対応しておりません。音声読み上げには、無料アプリ（カタポケ →）のインストールが必要です。

カタログポケットの主な機能
○ブラウザでもアプリでも、スマホやタブレットで読める
○ 7 言語で読める【日・英・中（簡体）・中（繁体）・韓・タイ語】
○音声読み上げもできる
○文字サイズを調整できる
Delivering e-book in Engulish
右の QR コードを読み取れば、簡単に広報うえのはらが閲覧できます。

カタポケで
広報うえのはら
配信 !!

スマホで読める！ しかも 7 言語対応 !!
カタログポケットで広報うえのはら配信中 !!

私は、トルコ共和国出身で、現在は棡原地区で陶芸家として生活し、羽
置の里びりゅう館などで個展を開いたりしています。日本語に不慣れな外
国人移住者は、地域の情報を得ることが容易でありません。今回の多言語
機能がついたサービスは、地域のみなさんとつながるきっかけにもなりま
す。またトルコに住む両親にも私の住む街を紹介できます。市内に住む外
国人のみなさんや多くのみなさんにこのサービスの利用をオススメします。

陶芸家ジェンギズさんにインタビュー
カタログポケットの感想を聞きました

陶芸家　ジェンギズさん

はやい者
勝ち !!

相続対策は 先
ず
は　

 

相
談

　
　
　
　
　

  

を

各種許認可申請
遺言・遺産分割協議書

杉本行政書士事務所
行政書士・ファイナンシャルプランナー　杉本泰廣
電話　0554-63-3871（FAX 兼用）
住所　上野原市上野原 2361-6（三栄精器㈱南隣り）

絵馬に込めた想い
福島県南相馬市
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藤
ふ じ も り

森 長
ち ょ う い ち ろ う

一郎 
（上野原地区在住）

さん

顔
The Face of 
  Uenohara
うえのはらの

『100 歳になっても、この金物店とともに』

CHOUICHIROU  FUJIMORI

#62

Front page

渡辺金物店

（上）商店街の中心地、日大明誠高校入口交差点
近くにたつ、渡辺金物店。（下）100 歳になった
藤森さん。店の経営は、息子の藤森英雄さんに任
せているが、今でも店の番を務める。

  　

  

正
6
年
7
月
生
ま
れ
で
、

　
　

  
1
0
0
歳
に
な
る
藤
森
長
一
郎

さ
ん
。
藤
森
さ
ん
は
、
長
野
県
諏
訪

市
の
出
身
で
、
小
学
生
の
頃
、
富
士

吉
田
市
内
の
金
物
店
へ
奉
公
に
入
り
、

多
感
な
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
。

20
歳
の
時
、
奉
公
先
の
店
主
に
「
上

野
原
に
い
っ
て
渡
辺
金
物
店
を
継
い
で
こ

い
」
と
い
わ
れ
、
急
遽
、
金
物
店
の
店
主

と
し
て
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。
店
を
任
さ

れ
た
藤
森
さ
ん
は
、
親
戚
や
知
り
合
い
が

い
な
い
土
地
で
一
生
懸
命
に
働
い
た
。
し

か
し
、
当
時
は
戦
争
が
激
し
く
な
っ
て
い

た
時
代
、
売
る
品
物
も
入
手
で
き
ず
、
商

売
を
続
け
る
こ
と
が
厳
し
か
っ
た
。
一
時

は
、
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
に
、
東
京
の
三

鷹
に
あ
る
会
社
に
勤
め
る
こ
と
も
あ
っ

た
。終

戦
後
も
物
が
な
い
時
代
が
続
い
た
。

藤
森
さ
ん
は
、
知
人
や
以
前
付
き
合
い
の

あ
っ
た
お
客
さ
ん
に
麦
や
米
を
分
け
て
も

ら
い
な
が
ら
、
妻
と
子
ど
も
を
養
い
、
な

ん
と
か
戦
後
の
混
乱
期
を
乗
り
越
え
た
。

日
本
の
復
興
が
進
み
、
商
品
が
問
屋

か
ら
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
渡
辺

大

金
物
店
を
再
開
で
き
る
ま
で
に
な
っ
た
。

養
蚕
が
盛
ん
だ
っ
た
と
き
は
、
機
屋
の
道

具
が
売
れ
、
町
工
場
で
使
う
機
械
器
具
の

注
文
も
多
く
、
収
入
が
増
え
生
活
が
安
定

し
た
。
し
か
し
、
順
風
満
帆
に
み
え
た
藤

森
さ
ん
だ
が
、
苦
労
も
絶
え
な
か
っ
た
。

お
店
の
土
地
が
借
地
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
保
証
人
探
し
に
苦
労
し
た
。し
か
し
、

知
人
が
手
を
差
し
伸
べ
保
証
人
に
な
っ
て

く
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
大
き
な
難
局
を
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

藤
森
さ
ん
は
、『
ま
っ
た
く
の
他
人
で

親
戚
も
い
な
い
私
を
信
用
し
て
保
証
人
に

な
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
、
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
。こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
れ
た
の
も
、

私
を
支
え
て
く
れ
た
人
が
い
た
か
ら
こ
こ

ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
』
と
当
時
を
振
り
返

る
。
現
在
、
息
子
の
英
雄
さ
ん
に
店
を
任

せ
、
自
身
は
店
の
番
を
手
伝
う
。

藤
森
さ
ん
は
、『
1
0
0
歳
に
な
っ
た

今
、
知
人
も
少
な
く
な
り
寂
し
さ
も
あ
る

が
、こ
れ
か
ら
も
渡
辺
金
物
店
と
と
も
に
、

こ
の
ま
ち
で
生
き
て
い
き
た
い
』
と
店
の

奥
で
、
80
年
間
見
続
け
て
き
た
景
色
を
眺

め
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
。

contents 〜今月の掲載〜

フ
ロ
ン
ト
ペ
ー
ジ

ザ 

フ
ェ
イ
ス 

オ
ブ 

う
え
の
は
ら

藤ふ
じ
も
り森

長ち
ょ
う
い
ち
ろ
う

一
郎  

さ
ん

特
集

福
島
県
南
相
馬
市
の
子
ど
も
た
ち

大
切
な
こ
と
に
、
気
付
く
こ
と

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

『
老
朽
化
対
策
』『
災
害
時
廃
棄
物
対
策
』

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

・ 

敬
老
祝
金
等
支
給
事
業

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買

   

取
制
度
改
正

・ 

平
成
29
年
度
上
野
原
市
各
地
区
敬
老
会

も
し
も
し
こ
ち
ら
市
長
室

市
長
の
ひ
と
言
／
あ
る
日
の
市
長

オ
コ
シ
タ
イ
通
信

た
ま
じ
ま
る
大
活
躍

う
え
の
は
ら
健
康
家
族

今
月
の
健
康
レ
シ
ピ
／
保
健
師
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
／
保
健
だ
よ
り
／
伝
言
板

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

第
3
回
『
わ
か
ば
感
謝
祭
』
に
今
年
も
出

か
け
よ
う
☆ 

他 

／
平
成
29
年
上
野
原
市

立
病
院
9
月
の
外
来
診
療
／
9
月
の
各
種

相
談
日
・
申
請
期
限
・
窓
口
業
務

２4

人口と世帯（平成29年 8月 1日現在）
人口 対前月比

人　口： 23,850 人 − 28
男　性： 11,906 人 − 13
女　性： 11,944 人 − 15
世　帯： 9,940 世帯 − 1

市の花
「リンドウ」

市の鳥
「ウグイス」

市の木
「ヤマモミジ」

す
く
す
く
育
て
、
う
え
の
は
ら
っ
子

我
が
家
の
主
役
／
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
情
報
／
子

育
て
応
援
掲
示
板
／
お
め
で
た
・
お
く
や
み

「
お
ト
ク
ー
ポ
ン
」
掲
載

ス
マ
イ
ル
ニ
ュ
ー
ス

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

く
ら
し
の
ガ
イ
ド
プ
ラ
ス

・『
就
業
構
造
基
本
調
査
』

・『
新
規
甲
種
防
火
管
理
者
資
格
付
与
講
習
会
』

・『
林
業
基
礎
知
識
セ
ミ
ナ
ー
』

・『
実
践
成
果
物
公
開
セ
ミ
ナ
ー
』

・（
仮
称
）上
野
原
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
建
設
工
事
の
進
捗

写
真
レ
ポ
ー
ト

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
無
生
野
大
念
仏

想
い
を
託
す 

託
さ
れ
る
者

広
報
担
当
者
が
行
く

寄
り
道
う
え
の
は
ら

2628 24

〜人の動き〜

多言語デジタルブック
『カタログポケット』を
始めました !!
便利な機能がたくさん !!

2730

1214151618

※
詳
し
く
は
、
32
ペ
ー
ジ
の
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
今
回
は
、
陶
芸
家
ジ
ェ
ン
ギ
ズ
さ
ん
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
。

10

〜今月の表紙〜
今月の表紙は、福島県南相馬市鹿島
のある神社に掛けられた絵馬です。
多くの子育て世代の親や子が他県に
避難して生活するなか、子どもを育
て生きていく親の想いは、どれほど
純白でまっすぐなものなのだろうか。
みなさんは被災地の今をどのくらい
知っていますか？あなたの関心が子
どもたちの未来につながります。
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和
紙
の
先
で
明
滅
す
る
光
彩

　

そ
の
「
序
破
急
」
に
想
い
を
巡
ら
す

　
　

月
2
日（
水
）
〜
5
日（
土
）

　
　

の
4
日
間
、
県
立
ゆ
ず
り

は
ら
青
少
年
自
然
の
里
で
南
相
馬

市
児
童
受
入
事
業
が
行
わ
れ
た
。

つ
い
こ
の
間
ま
で
、
自
由
に
外
で

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
南
相

馬
市
の
子
ど
も
た
ち
。
今
回
参
加

し
た
39
名
の
子
ど
も
た
ち
は
、
川

遊
び
な
ど
を
通
じ
て
、
何
を
感
じ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　

日
本
大
震
災
や
福
島
第
一

　
　

原
発
事
故
か
ら
7
年
目
。
南

相
馬
市
の
子
ど
も
た
ち
が
経
験
し
、

心
に
刻
ま
れ
た
も
の
と
は
な
に
か
。

原
発
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
に
住
む

人
は
、
そ
の
こ
と
に
ど
れ
だ
け
考
え

を
巡
ら
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
南
相
馬
市
児
童
受
入
事
業
の

本
質
的
な
意
義
を
こ
の
事
業
に
関
わ

っ
た
人
々
の
取
り
組
み
か
ら
迫
っ
た
。

写真解説：①線香花火は、「起承転結」や「序破急」に例えられ、人の命に重ねられる。南相馬市の子どもたちは、線香
花火を見つめ何を思い巡らせているのだろうか。②友だちの花火を見つめる子ども。③上野原市で過ごす最後の夜、線香
花火を見つめる目はどこか寂しげだった。④バケツの水面に光彩が反射する線香花火。⑤キャンプファイヤーの火に
花火を近づける子どもと、心配そうに見つめる友だち。⑥⑪日ごろ川遊びをしない南相馬の子どもたち。この日は
本当に楽しげだった。⑦友だちと河原で食べるスイカは格別。⑧みんなで食べるスイカ。運ぶのも責任重大です。
⑨高さ 1m 程の堰堤から飛び込む怖さから解放され、安心した表情を見せる子どもたち。⑩歩く場所を探りながら
川をさかのぼる子どもたち。⑫川遊びが初めてという子どもたち。川に入るまでは慎重でした。⑬楽しい時間はあっと
いう間です。川遊びを惜しみながら、自然の里に戻る子ども。
※『序破急』とは、雅楽で、楽曲を構成する三つの楽章。すべての物事の、始め、中、終わりをさし、
　 物事の展開していく流れのこと。能や芸能などにももちいられる。

序福
島
県
南
相
馬
市
の
子
ど
も
た
ち８東

特
集　

大
切
な
こ
と
に
、
気
付
く
こ
と

7

８

９

２

6

10

12

13

4 ３5

１

11
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NPO 法人南相馬こどものつばさ

西
に し

  道
み ち の り

典  代表　

童
生
徒
受
入
事
業
を
行
い
、
平
成

27
年
度
か
ら
は
南
相
馬
市
児
童
受

入
事
業
を
実
施
し
た
。
こ
の
事
業

は
、
南
相
馬
市
か
ら
委
託
を
受
け

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
相
馬
き
ぼ
う
の

つ
ば
さ
や
南
相
馬
市
の
協
力
に
よ

り
実
施
さ
れ
、
3
年
間
で
1
4
6

人
の
子
ど
も
た
ち
を
本
市
に
招
き
、

川
遊
び
や
野
外
炊
飯
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
行
っ
た
。
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
家
の
近

く
で
は
、
川
に
飛
び
込
ん
だ
り
、
泳

い
だ
り
で
き
な
い
か
ら
す
ご
く
楽

し
か
っ
た
」「
明
日
も
明
後
日
も
川

遊
び
が
し
た
い
」
な
ど
自
然
の
な

か
で
自
由
に
遊
べ
る
こ
と
の
嬉
し

さ
を
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
語
っ

て
く
れ
た
。

　
　

市
に
お
け
る
こ
の
事
業
の

　
　

目
的
は
、
子
ど
も
た
ち
の
表

情
や
言
葉
な
ど
か
ら
し
て
も
達
成
で

き
た
と
言
っ
て
い
い
。た
だ
、今
後
は
、

こ
の
目
的
達
成
を
糧
と
し
な
が
ら
、

こ
の
事
業
か
ら
感
じ
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
こ
の
事
業
か
ら

何
を
感
じ
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の

か
。
行
政
を
は
じ
め
市
民
の
み
な
さ

ん
も
、
改
め
て
、
南
相
馬
市
の
子
ど

も
た
ち
の
表
情
や
声
に
耳
を
傾
け
、

こ
の
事
業
の
本
質
的
な
意
義
を
考
え

て
み
て
ほ
し
い
。

　
　

成
23
年
3
月
11
日
の
東
北

　
　

地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ

る
地
震
動
と
津
波
の
影
響
に
よ
り

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
発
生

し
た
原
発
事
故
。
大
気
に
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
は
、
南
相
馬
市

民
の
生
活
を
一
変
さ
せ
た
。
市
民

は
、
住
み
慣
れ
た
地
を
離
れ
、
遠

く
離
れ
た
地
で
避
難
生
活
を
送
る

人
も
い
た
。
ま
た
、
震
災
直
後
の

子
ど
も
た
ち
は
、
自
由
に
外
で
遊

ぶ
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

　
　

市
で
は
、
被
災
地
の
１
日

　
　

も
早
い
復
興
を
願
い
、
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
癒
す
た

め
、
平
成
24
年
か
ら
気
仙
沼
市
児

感じるチカラ
南相馬市児童受入事業

　　相馬こどものつばさは、放
　　射能という見えないものに

恐れ、怯えながら生活を送る子ど
もたちに、これらのことを全部忘
れて、自然のなかで思いっきり遊
ばせたいとの想いから、南相馬市
内小中学校の PTA が NPO 法人を
立ち上げました。この事業は、南
相馬市と協働し子どもたちの心身
のケアや県内外にバラバラに避難
した子どもたちの再会の場とし
て、これまで市外の支援者と協力
しながら続けてきました。

私は、南相馬市の子どもたちに、
さまざまな体験や今までにない考

え方をする人との出会いによって
人として大きく成長しほしいと願
っています。この事業の意義は、単
なる保養や交流事業に留まりませ
ん。この事業の本当の意義は、物事
の核心を捉え行動し、また感謝さ
れ、人の上にたてるような人材の育
成にあります。そのことが本当の意
味での南相馬市の未来につながっ
ていくのだと考えています。

参加した子どもたちだけでなく、
この事業にかかわるすべての人が、
人として生きるということを、この
事業を通じて考えるきっかけにな
ればと願っています。

大人たち一人ひとりの責務
　　で自由に遊ぶことができな
　　い南相馬市の子どもたちのた

めに何かできないかと始まったこの
事業。二年前に初めて実施した際の
子どもたちの印象と今回の子どもた
ちの印象では、少し変化してきたよ
うに感じました。福島第一原発事故
にともなう規制も徐々に解除され、
除染も進み、子どもたちにかかる物
理的、精神的ストレスが軽減されて
きているのではないかと感じました。
また、少しでも子どもたちのストレ
ス軽減に、この事業が役立っていた
のであれば、意義深い事業だったと
思っています。私が一番印象に残っ

ているのは、子どもたちと一緒に夕
飯を食べた際に見せてくれた笑顔で
す。南相馬市の子どもたちは、東日
本大震災や福島第一原発事故によっ
て、つらい経験をしています。私は、
あのとき見せてくれた子どもたちの
笑顔をいつまでも絶やさないため、
未来に生きるすべての子どもたちの
ためにも、震災や原発事故、また今
回実施した受入事業から感じ学んだ
ことを教育行政に生かしていきたい。
子どもたちには、これからの社会を
生き抜く力を育むために行政、学校、
社会とが協働、連携しながら、各種
事業にあたりたいと思います。

感謝の気持ち
南相馬市では体験できな

い「川遊び」。私は、この川
遊びが一番楽しかったです。
こんなに川の水が冷たかっ
たり、流れが急だなんて知
りませんでした。南相馬市
の海や川では、遊ばないの
で楽しかった。このような
機会を作ってくれたみなさ
んに感謝しています。

破
上野原市教育委員会

和
わ だ

田正
ま さ き

樹  教育長　

福島県南相馬市児童受入事業

３年間実施してきた受入事業。その意義や
感じたことなどを、この事業に関わった
教育委員会の和田教育長や NPO 法人南相馬
こどものつばさ西代表に話を聞いた。

平本本

百
も も た

田大
だいせい

誓さん
（八沢小 4 年）

塚
つ か べ

部沙
さ な

菜さん
（石神第二小 5 年）

田
た な か

中耀
ようせい

聖さん
（原町第一小 6 年）

寺
てらしま

島佑
ゆ う か

華さん
（原町第一小 6 年）

困っている人を助けたい
一人でできることは一人

で行い、困った時には、ま
わりの人と協力しながら乗
り越えていく。そんなこと
を、自然の里で学びました。
私の夢は、理学療法士にな
ることです。今回、学んだ
ことを生かしながら、困っ
ている人を助けられるよう
な人になりたいです。

初めての川遊び感動
震災後、僕は、外で遊ぶ機

会が少なくなってしまったの
で寂しかったです。それでも
最近は、ドッジボールとかし
て外で身体を動かして遊んで
います。ただ、川で遊んだこ
とがなかったので、初めての
川遊びは、本当に楽しかった
です。また川で泳ぎたいです。

友だちを増やしたい
私は、友だちと話しなが

ら花火を楽しめたことが一
番印象に残っています。な
ぜなら、外で縄跳びなどし
て遊んでも、一人だと寂し
いからです。だからもっと
知らない人とでも話したり
協力したりして、これから
も友だちを増やしていきた
いです。

南外

子どもたちの未来のために

Interview 2 Interview 1

Voice 1 Voice 2 Voice 3 Voice 4
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命あってこそ暮らしが成り立つ

東日本大震災から 7 年目を迎え
ました。多くの困難を乗り越え、市
民とともに進めてきた復興事業も、
その形が目に見えるまでになりまし
た。昨年 7 月には、市内の避難指示
区域のほとんどが解除され、その区
域には、2 千人を超える市民が戻っ
てきました。しかし、高齢化率は、
26％から 34％に上がり、避難によ
って女性の数が減少しています。子
育て世代など、放射線への不安を抱
える市民もまだ多いのだと感じてい
ます。

南相馬市では、ガラスバッジの貸
出しやホールボディーカウンターに
よる内部被ばく検査などを実施して
います。また、幼稚園、保育園の無
料化や全天候型の子どもの遊び場を
整備するなど、子どもを持つ親や子
育て世代の不安解消にも努めていま
す。また、NPO とも協働して子ど

もの心のケアを図る事業なども行っ
ています。震災を経験した子どもた
ちからは、将来南相馬市の復興に携
わりたい、このまちで働きたいなど、
街への愛着をもった心強い言葉を耳
にします。とても頼もしく感じます
し、南相馬市を代表して世界をリー
ドできるような大人になってほしい
と願っています。

私は、そんな未来を担う子ども
たちを守るため、人の命を大切に
するためにも原発はいらないと考
えています。大津波で 636 名が亡
くなり、原発事故による避難で、
503 名が関連死の認定を受けてい
ます。この数は全国一であり、原
発によって殺

あや

められたと言ってい
い。私は、人の命の重みを理解し
ているからこそ、2030 年までに市
内のすべてのエネルギーを再生可
能エネルギで賄うことができるよ
うに市政の舵をきっています。

東日本大震災と原発事故が同時に
起きたことは、世界史的な災害であ
り、天変地異が継続して起きた例え
ようのない大災害です。私は、歴史
に挑戦し続けていくことが復興への
歩みだと考えています。原発がなく
なるまで、大胆に怯えることなく歩
み続け歴史を創っていくのみです。

桜
さ く ら い

井勝
か つ の ぶ

延  南相馬市長　

TOP  INTERVIEW

　
　
発
は
い
ら
な
い
。
命
あ
っ

　
　
て
こ
そ
暮
ら
し
が
成
り
立

つ
。
桜
井
市
長
が
外
国
人
記
者
に

対
し
て
話
し
た
言
葉
。
東
日
本
大

震
災
や
福
島
第
一
原
発
事
故
を
市

長
と
し
て
経
験
し
、
命
の
大
切
さ

を
心
で
感
じ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、

今
の
社
会
の
本
質
を
見
抜
き
、
経

済
経
済
と
叫
ば
れ
る
こ
の
時
代
に

一
石
を
投
じ
る
言
葉
を
発
し
た
の

だ
ろ
う
。

　
　

ど
も
は
社
会
の
宝
と
大
人

　
　

は
よ
く
口
に
す
る
。
そ
ん

な
私
た
ち
大
人
は
、
子
ど
も
た
ち

の
未
来
の
た
め
に
、
何
が
で
き
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
4
日
間
、
自

本質を見抜く
チカラ

然
の
里
で
過
ご
し
た
南
相
馬
市
の

子
ど
も
た
ち
は
、
川
遊
び
や
野
外

炊
飯
を
行
う
な
か
で
、
互
い
に
協

力
し
支
え
合
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、

人
の
一
生
に
は
限
り
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら

感
じ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
人
を
思

い
や
り
助
け
合
う
行
動
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

　
　

年
間
、
本
市
が
実
施
し
て

　
　

き
た
こ
の
事
業
の
本
質
的

な
意
義
は
、
物
事
を
考
え
る
う
え

で
の
根
源
に
気
付
く
こ
と
、「
命
の

大
切
さ
」
を
真
に
理
解
す
る
こ
と

だ
。
商
業
的
な
価
値
観
が
広
が
る

現
代
社
会
に
は
、「
発
展
す
れ
ば
す

べ
て
よ
し
」
と
い
っ
た
命
の
大
切

さ
を
軽
ん
じ
る
風
潮
が
あ
る
。
そ

ん
な
社
会
の
中
で
東
日
本
大
震
災

や
福
島
第
一
原
発
事
故
は
、
私
た

ち
に
何
を
問
い
か
け
た
の
か
。
す

く
な
く
と
も
、
南
相
馬
市
民
を
は

じ
め
、
被
災
地
の
み
な
さ
ん
は
、

そ
の
問
い
の
答
え
が
見
え
て
い
る

の
だ
と
思
う
。

　
　

相
馬
市
児
童
受
入
事
業
が

　
　

終
わ
り
1
か
月
。
震
災
や

原
発
事
故
、
そ
し
て
こ
の
事
業
の

意
義
を
も
う
一
度
見
つ
め
直
そ
う
。

未
来
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に　
　
　

。

「もっと強く生きなきゃいけな
い」。私は、両親が仕事で忙しかっ
たことから震災後一人で家にいる
ことが多く怖かった。だから私は、
強くなりたいと常に思っていまし
た。私は原発事故によって４年間、
古里から離れて福島県伊達市で生
活していました。2 年前に南相馬市
に戻ってきましたが、以前の友達は
まだ避難先で生活しているので、一
緒に遊ぶ友達も少なく寂しかった。
だから友達づくりとして南相馬市
児童受入事業に参加しました。この
事業を通じて新しい友達もでき充
実した時間を過ごすことができま
した。この事業を支えてくれたみな
さんには本当に感謝しています。

私は、将来学校の先生になりた
いです。そして子どもたちに「大
切なこと」を伝えられる人になり
たいです。この大切なこととは「思
いやる気持ち」と「感謝する気持ち」
です。人は一人では生きられない
し、津波で亡くなられた人のこと
を考えれば私は生かされているの
だと気付きました。私は、一人で
も多くの人がこの大切なことに気
付き、行動に移すことができれば、
だれもが幸せだと思えるまちにな
るのだと思います。それが困難を
乗り越えた先にある本当の復興だ
と私は思います。だから、私は先
生になって大切なことを伝えてい
きたいです。

「大切なこと」に気付くこと

志
し が

賀朱
あ か り

里 さん（原町第一小 6 年）

東日本大震災や福島第１原発事故から
７年目を迎えた今、何を感じ考えてい
るのか。南相馬市長と受入事業に
参加した志賀さんに話を聞いた。

原

Interview 3

Interview 4

KATSUNOBU 
SAKURAI

AKARI
SHIGA

8
月
14
日（
月
）、
南
相
馬
市
内
の
公
園
で
市
民
盆
踊
り
大
会
が
行

わ
れ
て
い
た
。
盆
踊
り
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
人
を
供
養
す
る
行
事
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
多
く
の
市
民
や
震
災
で
避
難
さ
れ
て

い
た
人
た
ち
が
集
い
、
盆
踊
り
の
曲
に
あ
わ
せ
て
踊
っ
て
い
た
。

南相馬市長からメッセージ
南相馬市の子どもたちへの支援に心から感謝しています。今
後、市民間の交流を図っていきたいと考えています。ぜひ、
南相馬市を代表する『相馬野馬追祭』にお越しください。

【写真：昨年の相馬野馬追祭（写真提供：南相馬市）】

3南 子 急

プロフィール

桜
さ く ら い か つ の ぶ

井勝延　南相馬市長

昭和 31 年 1 月、福島県原町（現南相馬
市）で生まれる。岩手大学農学部を卒業
後は、地元に戻り稲作や酪農を手がけ
た。平成 15 年 3 月から市議会議員を 2
期務め、平成 22 年 1 月に南相馬市長
に当選。現在、市長として２期目の市
政運営を任される。
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ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

「
老
朽
化
対
策
」「
災
害
時
廃
棄
物
対
策
」

老
朽
化
対
策

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
稼
働
か
ら

20
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
修
繕
や
ト
ラ
ブ
ル
増
加

へ
の
対
応
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
山
梨
県
が

計
画
す
る
近
隣
市
町
村
と
の
広
域
的

な
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
な
ど
を
検

討
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
新
施
設
稼

働
ま
で
の
過
渡
期
対
応
、
建
設
予
定

式
会
社
と
の
間
に
、「
処
分
不
能
時
に

お
け
る
可
燃
ご
み
処
理
に
関
す
る
協

定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
市
が
処
理
す
べ
き

一
般
廃
棄
物
に
関
し
て
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
修
繕
工
事
、
そ
の
他
ト

ラ
ブ
ル
、
休
止
な
ど
に
よ
っ
て
使
用

で
き
な
い
場
合
や
自
然
災
害
発
生
時

に
処
理
能
力
を
超
え
る
事
態
が
発
生

し
た
場
合
な
ど
の
時
に
、
高
野
産
業

株
式
会
社
の
運
搬
技
術
を
利
用
し
な

が
ら
、
オ
リ
ッ
ク
ス
資
源
循
環
株
式

会
社
の
施
設
で
ご
み
処
理
を
行
う
内

容
の
協
定
で
す
。

な
お
、
オ
リ
ッ
ク
ス
資
源
循
環
株

式
会
社
で
は
、
万
が
一
自
社
で
処
理
が

し
き
れ
な
い
場
合
を
想
定
し
、
大
規
模

施
設
と
連
携
し
て
処
理
を
継
続
す
る
体

制
も
構
築
し
て
お
り
、
安
心
で
継
続
的

な
ご
み
処
理
が
期
待
で
き
ま
す
。

地
の
確
保
、
整
備
後
の
運
営
コ
ス
ト

な
ど
の
課
題
が
多
い
の
が
実
情
で
、

市
の
ご
み
処
理
行
政
の
懸
案
事
項
で

も
あ
り
ま
し
た
。

協
定
締
結

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
懸
案
事
項

の
解
消
に
向
け
検
討
を
重
ね
た
結

果
、
8
月
23
日（
水
）、
オ
リ
ッ
ク
ス

資
源
循
環
株
式
会
社
と
高
野
産
業
株

市
で
は
、
稼
働
か
ら
20
年
を
経
過
す
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
老
朽
化
や
災
害
時
に
お
け
る
廃
棄
物
の
処
理
な
ど
の
対
策

を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、
こ
れ
ら
懸
案
事
項
の

解
消
に
向
け
た
協
定
が
締
結
さ
れ
、
ご
み
処
理
の
新
し
い
方

向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

本協定を通じ、上野原市の抱え
るごみ処理課題の解消に貢献し、
市民生活に不可欠な社会インフラ
である廃棄物処理の継続に寄与し
てまいります。

昨年発生した熊本地震でもそう
ですが、大規模災害時は、ごみ処理
が間に合わず復旧・復興の妨げにも
なります。今回の協定では災害時の
廃棄物対策にも期待しています。

処分不能時における
可燃ごみ処理に関する協定
締結調印式
8 月 23 日（水）、市役所で、処分不可能時にお
ける可燃ごみ処理に関する協定締結調印式が
行われました。

高野産業株式会社

高
た か の

野　実
みのる

　代表取締役

オリックス資源循環株式会社

花
は な い

井薫
しげかず

一　代表取締役

上野原市長　江
え ぐ ち ひ で お

口英雄

廃
棄
物
高
度
処
理
施
設
と

P
F
I
事
業

オ
リ
ッ
ク
ス
資
源
循
環
株
式
会
社
寄

居
工
場
は
、
埼
玉
県
内
で
第
一
号
と
な

る
P
F
I
事
業
と
し
て
運
営
さ
れ
て

い
る
廃
棄
物
高
度
処
理
施
設
で
す
。
焼

却
灰
が
一
切
発
生
し
な
い
最
先
端
の
熱

分
解
ガ
ス
化
改
質
方
式
を
採
用
し
て
お

り
、
廃
棄
物
を
約
2
0
0
0
℃
で
溶

融
し
て
、
完
全
に
再
資
源
化
で
き
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。
処
理
能
力
は
、
民
間

施
設
と
し
て
国
内
最
大
級
の
日
量

4
5
0
ト
ン
で
す
。
工
場
や
事
業
所
か

ら
排
出
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
だ
け
で
な

く
、
埼
玉
県
内
や
近
隣
市
町
村
か
ら
も

家
庭
ご
み
な
ど
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

※
P
F
I
事
業
と
は
、
民
間
の
資
金
、
経

営
能
力
、
技
術
力
を
活
用
し
て
、
公
共

施
設
の
建
設
、
維
持
管
理
、
運
営
を
行

う
公
共
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
手
法

安
定
し
た
ご
み
処
理
行
政

市
で
は
、
上
野
原
市
ご
み
対
策
推
進

協
議
会
を
9
月
中
に
立
ち
上
げ
、
ご
み

袋
の
有
料
化
や
ご
み
の
減
量
に
む
け
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
安

定
し
た
ご
み
処
理
が
行
え
る
行
政
の
推

進
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
生
活
環
境
課
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
担
当
（
☎
62

−

5
3
5
3
）

施設内は高温反応炉などの機械設備が並ぶ

高野産業株式会社の専用運搬トラック

ごみ処理不能事態発生時に
は、敏速に全力でごみの収集、
運搬にあたり、災害発生時には、
ごみの選別、破砕の前処理業務
にも貢献させていただきます。

オリックス資源循環株式会社寄居工場の外観
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市
で
は
、
市
内
に
住
ん
で
い
る

重
度
の
心
身
障
害
を
持
つ
人
の
医

療
費
の
一
部
（
入
院
時
食
事
療
養

費
標
準
負
担
額
を
除
く
）
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

▲

対
象
者　

　

市
に
住
民
登
録
し
て
い
て
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級

の
所
持
者

・
療
育
手
帳
A
の
所
持
者

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
・
２
級
の
所
持
者

・
国
民
年
金
法
で
規
定
す
る
１
級
・

２
級
と
同
等
程
度
（
特
別
児
童

　

扶
養
手
当
１
級
・
２
級
の
対
象

児
童
を
含
む
）
の
障
害
の
あ
る

人

▲

更
新
手
続
き
　

受
給
資
格
者
証
の
有
効
期
限

は
、
毎
年
11
月
1
日
か
ら
翌
年
10

月
31
日
ま
で
で
す
。

今
年
度
は
全
受
給
者
が
更
新
手

続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す

（
3
年
に
1
度
）。

9
月
下
旬
に
申
請
書
な
ど
を
送

更新手続きの確認を !!
重度心身障害者の医療費を助成しています!!

重度心身障害者医療費助成事業　　　　　問い合わせ　福祉課障害福祉担当（☎ 62-3115）

敬老会に参加しよう
平成 29 年度上野原市各地区敬老会　問い合わせ　長寿健康課地域包括支援担当（☎ 62-3128）

敬老祝金等を支給します
敬老祝金等支給事業　 　　 　　   　　　問い合わせ　長寿健康課地域包括支援担当（☎ 62-3128）

市
で
は
、
88
歳
と

101
歳
以
上
の
方

に
敬
老
祝
金
等
を
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、
県
か
ら
は
百
歳
長
寿
者
へ

褒
状
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

《
市
敬
老
祝
金
》

●

支
給
対
象
者　
基
準
日
9
月
15

　

日
に
市
内
に
住
所
を
有
し
、
1

年
以
上
居
住
し
て
い
る
人

●

支
給
額

　《
88
歳
》
5
0
0
0
円

　《
101
歳
以
上
》
2
万
円

●

支
給
時
期    

9
月
中

《
県
百
歳
長
寿
褒
状
贈
呈
》

当
該
年
度
の
3
月
31
日
に
お
い

て
満

100
歳
の
人
で
、
9
月
15
日
現

在
、
県
内
に
在
住
す
る
人

●
贈
呈
品
　《
100
歳
》褒
状
、
額
縁

●
問
い
合
わ
せ　
長
寿
健
康
課
地

域
包
括
支
援
担
当
（
☎
62

−

3
1
2
8
）

付
し
ま
す
の
で
、
更
新
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
更
新
後
に
所
得
な
ど
を
確
認

し
、
非
該
当
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

地区名 開催日時 場所

大目地区 10月 1日（日）
午前10時〜 旧大目小学校体育館

甲東地区 9月 24日（日）
午前10時〜 旧平和中学校体育館

巌地区
沢松

9月 24日（日）
午前9時〜 旧沢松小学校体育館

巌地区
四方津・川合

9月 24日（日）
午前10時〜 上野原西小学校体育館

巌地区
コモアしおつ

9月 10日（日）
午前11時〜 上野原西小学校体育館

大鶴地区 10月 7日（土）
午前10時〜 旧大鶴小学校体育館

地区名 開催日 場所

島田地区 10月 1日（日）
午前11時〜 島田小学校体育館

上野原地区 10月 14日（土）
午前11時〜 上野原小学校体育館

棡原地区 9月10日（日）
午前10時 30分〜 旧棡原小学校体育館

西原地区 10月 1日（日）
午前11時〜 西原小学校体育館

秋山地区 9月17日（日）
午前10時〜 秋山老人福祉センター

市では、地区社会福祉協議会の協力により、
75 歳以上のみなさんを対象に、各地区で次
のとおり敬老会を開催します。

再生可能エネルギー固定価格買取制度の改正 !!
事業計画書の提出が必要です !!

再生可能エネルギー固定価格買取制度改正　　問い合わせ　生活環境課生活環境担当（☎ 62-3114）

▼

▲ ▲

詳しくは
資源エネルギー庁のホームページ

「なっとく！再生可能エネルギー」をご覧ください。

【問い合わせ】
再生可能エネルギー新制度移行手続代行センター

☎0570–057–333
受付時間：午前 9 時～午後 6 時（土・日・祝日を除く）

CLOSE UP   　NEWS

平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買

取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で
に

認
定
を
受
け
て
い
た
太
陽
光
発
電

事
業
者
（
既
に
売
電
開
始
済
み
の

人
も
含
む
）は
、10‌

kW
以
上
、
10‌

kW

未
満
に
関
わ
ら
ず
、
事
業
計
画
書

を
9
月
30
日（
土
）
ま
で
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
例
外
と
し
て
、
①
認
定
日
が
平

成
28
年
7
月
1
日
～
平
成
29
年

3
月
31
日
の
場
合
、
②
電
源
接

続
案
件
募
集
プ
ロ
セ
ス
な
ど
に

参
加
し
て
い
る
場
合
の
提
出
期

限
は
、
電
力
会
社
と
接
続
契
約

を
締
結
し
た
日
か
ら
6
か
月
以

内
と
な
り
ま
す
。

※
提
出
期
限
ま
で
に
事
業
計
画
書

の
提
出
が
な
い
場
合
で
も
、
す

ぐ
に
認
定
が
失
効
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
終
的
に

提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
認
定
取
り

消
し
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
10‌

kW
未
満
の
太
陽
光
発
電
設
備
に

つ
い
て
は
、
事
業
計
画
の
提
出
期

限
を
12
月
31
日
ま
で
延
長
す
る
案

を
政
府
で
検
討
中
で
す
。

今年度は全受給者が
更新手続きをする
必要があります !!
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出張たまじまる
みなさんが実施するイベントに

『たまじまる』の参加を希望される
人は、経済課に申し込みください。

【申込み・問い合わせ】　
経済課農村地域づくり担当

（☎ 62-3119）

〜市民と市長のホットライン〜

もしもしこちら
市長室 !!

市民のみなさんと市長とのふれ愛トーク　【申込み・問い合わせ　企画課政策推進担当 ☎ 62 − 3118】

▼ 日時・場所　　9 月 28 日（木）午前９時〜 11 時、市役所市長室

▼ 対象・方法　　1 人または 1 組（5 人程度）を対象に、１日３組を受け付け、対話時間はおおむね 20 分間です。

6 月 28 日（水）、市長室で、山梨県教育庁国体推進室の
三井勉室長から甲斐風林火山代表の臼井さんに第 73 回
国民体育大会冬季大会スケート協議会開始式歓迎アトラ
クション出演依頼書が渡されました。開始式では、全国
の選手たちが一堂に集まる日に、選手たちの激励、歓迎
と県の PR を目的に甲斐風林火山が演舞を行います。

甲斐風林火山
冬季国体開始式歓迎アトラクション出演決定 !!

原
発
事
故
か
ら
思
う

私
は
、
昨
年
の
11
月
に
全
国
市
長

会
が
実
施
す
る
福
島
第
1
原
子
力
発

電
所
の
視
察
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ

の
際
、
今
回
の
特
集
で
も
お
話
を
伺

っ
た
南
相
馬
市
の
桜
井
市
長
か
ら
、

震
災
や
原
発
事
故
に
よ
る
被
害
の
現

状
を
聞
き
ま
し
た
。
周
辺
地
域
の
除

染
作
業
な
ど
は
、
時
間
も
コ
ス
ト
も

莫
大
に
か
か
る
う
え
に
、
未
だ
古
里

で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
市
民

も
多
く
い
る
と
の
説
明
で
し
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
聞
く
と
、
原
子
力

発
電
に
対
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

つ
い
て
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
他
人

事
で
は
な
く
自
分
事
と
し
て
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
社
会
は
、『
人

間
の
本
質
的
な
欲
』
が
『
発
展
』
と

▲三井室長から出演依頼書を受け取る臼井代表と江口市長

オ
コ
シ

タ
イ

通
信

vol. 9

上野原市
地域おこし協力隊

みなさんこんにちは。地域おこし協力隊です。
上野原市の郷土料理『せいだのたまじ』。このせいだのた
まじを使ったかわいいキャラクター『たまじまる』をみ
なさんはもうご存知ですよね。市内外のイベントに参加
して、せいだのたまじを普及させたり、上野原市の PR 活
動に取り組んでいます。今回は、そんな素敵なたまじま
るの活動を紹介します。

検索

ふらっと上野原f 上野原市地域おこし協力隊 Facebook
⇒日々発見したものを毎日更新中 !!

【https://www.facebook.com/uenohara.jp】

HP
観光サイト『ふらっと上野原』
⇒上野原市の観光情報を発信中 !!

【https://uenohara.jp】

オコシタイ通信　2 か月に 1 回程度、上野原市地域おこし協力隊の活動などを報告します。

協力隊の活動情報は、Facebook や観光WEBサイト「ふらっと上野原」でご確認ください。

反射材大使任命
今年度、山梨県反射材大使にた

まじまるが任命されました。
現在、『交通事故を未然に防ぐ

ため夜道を歩く時は必ず反射材を
身につけよう』を、テーマに活動
しています。

たまじまる大活躍

L
I
N
E
ス
タ
ン

プ
は
左
の
Q
R
コ

ー
ド
か
ら
チ
ェ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
。

LINE スタンプ発売中
この度、制作に取り組んでい

た LINE スタンプがついに完成
し、販売がスタートしました。

スタンプは、酒まんじゅうや
せいだのたまじ、秋山温泉、八重
山などをモチーフにしたものと日
常生活で使えるようなスタンプに
なっています。QR コードまたは、
LINE スタンプショップで販売中
です。ぜひ利用してください。

い
う
言
葉
を
つ
く
り
あ
げ
、
現
在
の

社
会
構
造
を
生
ん
で
き
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
多
く
の
資
源
を

使
い
、
足
り
な
け
れ
ば
原
子
力
に
頼

る
も
の
で
し
た
。
私
は
、
こ
れ
ら
の

社
会
構
造
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、『
発
展
す
れ
ば
よ
し
』

で
は
な
く
『
命
の
大
切
さ
』
を
理
解

し
な
が
ら
、
持
続
的
な
社
会
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
私
た

ち
が
歩
む
べ
き
道
な
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
、
震
災
や
原
発
事
故
、
そ

し
て
視
察
や
今
回
実
施
し
た
南
相

馬
市
児
童
受
入
事
業
を
通
じ
て
、

『
真
の
豊
か
さ
と
は
な
に
か
』
を
あ

ら
た
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
は
、

ど
う
感
じ
た
で
し
ょ
う
か
。
も
う

一
度
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

市長のひと言　vol.86

ある日の市長
▲反射材大使に任命され、気持ちを引き締めるたまじまる

上野原市長

江
え ぐ ち

口英
ひ で お

雄
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ガ
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ニ
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●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎62-4134）

保健師からのメッセージ　№57

うえのはら健康家族
Healthy Life

伝言板

今月の健康レシピ　№142 保健だより

「保健師からのメッセージ」コーナーでもたびたび
紹介している「プラス10（テン）」。みなさん覚えて
いますか。特別な運動を始めることは、なかなか難し
いですが、今よりも一日10分多く歩くことを実行す
る。それが「プラス10（テン）」です。
10分歩くと約 1000 歩になります。消費カロリ
ーは、約 30カロリーです。飴が 1個約 15キロカ
ロリーなので、飴2個分は消費できます。その程度
かと思う人もいるかと思いますが、この毎日の積み

今月のテーマ

プラス 10（テン）は覚えましたか？

『ミルクカレーピラフ』
9 月は食生活改善普及運動月間です

日本人の平均食塩摂取量は、現状 10g ですが、目標
値の８gまであと 2g 減少が必要です。また、20 〜
30 歳代における牛乳・乳製品は、3人に 1人が摂取
していない状況です。そこで、乳製品を取りつつ、
香辛料を使い減塩を意識したメニューを紹介します。

●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎62-4134）

★乳幼児健診

詳細については、該当児にお知らせを郵送します

★集団検診（午前実施）

◎日 時	 10 月 21 日（土）、22日（日）、24日（火）
　　　　　　　 25 日（水）、26日（木）、11月 18日（土）、

19日（日）
◎検診項目	 特定（基本）健診・胃がん・肝がん・

大腸がん・肺がん・前立腺がん・乳
がん検診

◎場 所	 保健センター

★婦人科検診（午後実施）

◎日 時	 10 月 3日（火）、4日（水）、５日（木）、
　　　　　　　 23 日（月）、11月 10日（金）
◎検診項目	 乳がん、子宮頸がん、大腸がん検診
◎会 場	 保健センター
※10月 23日（月）は、島田コミュニティセンターとなります。

★子宮頸がん検診（午後実施）

◎日 時	 10月24日（火）、26日（木）、11月15日（水）
◎検診項目	 子宮頸がん検診
◎会 場	 保健センター
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。

※市の施設検診との重複受診はできません。
※対象年齢は、20歳以上となります。ただし前立腺がん検診は、50歳
　以上が対象となります。
※年間日程や自己負担金などの詳細は、広報うえのはら 4月号『保健事業の
　ご案内』をご覧いただくか、保健センターまでお問い合わせください。

実施日 該当児
4 か月児 10月2日（月） H29 年5 月 1 日〜5 月31 日生
9 か月児 10月2日（月） H28年 12月 1日〜 12月31日生

1 歳 6 か月児 9月5日（火） H28 年 1月 1日〜2月29 日生
2 歳 児 9月25日（月） H27年 5月16日〜6月30日生
3 歳 児 9月20日（水） H26年 6月11日〜7月15日生
5 歳 児 9月27日（水） H24 年 9 月 1日〜9月30 日生

ミルクカレーピラフ

重ねがとても大事になります。例えば1か月続ける
と 900キロカロリー消費できます。ケーキが 1個
約 300〜 350キロカロリーとすると3個くらいは
消費できる計算です。今よりも少し動く習慣をつけ
て毎日継続することが大事です。
「プラス10（テン）」ぜひ心がけましょう。

●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎62-4134）

■材料 4 人分（1 人分のエネルギー 367Kcal 食塩相当量 0.8g）
材料 分量 材料 分量
白米 2合 カレー粉 小さじ 2

水 160cc 牛乳 200cc

ウインナー ４本 コンソメ（顆粒） 小さじ 2

玉ねぎ 半分 乾燥パセリ 適宜

ミックスベジタブル 100g

■作り方
①  白米をとぎ、水に浸しておく。
②  ウインナーは輪切り、玉ねぎはみじん切りする。
③  炊飯器に、①と②、ミックスベジタブル、カレー粉、
      コンソメ、牛乳を加えて炊く
④  炊き上がったら、器に盛りつけ乾燥パセリをふる。

脳ドックを受診しよう
（上野原市立病院）

■ 基本検査項目
　①診察（問診）、身長、体重、血圧測定
　②血液、生化学的検査
　③頭頸部MRI・MRA
■ 検診料金　32,400円（税込）
※オプション：頸動脈超音波検査5,940円（税込）
■ 実施日時　9月30日（土）午後、10月 28日（土）午後
■ 定　　員　4名
※詳しくは、お問い合わせください。
● 問い合わせ　
　上野原市立病院（☎62-5121）

9 月は
『健康増進普及月間』です

厚生労働省では、健康づくり促進のため、９月を「健
康増進普及月間」と定め、普及啓発を行っています。
統一スローガンは、「1 に運動、２に食事、しっかり
禁煙、最後にクスリ 〜健康寿命の延伸〜」です。

健康寿命とは、健康で日常生活が制限されること
なく生活できる期間と定義されています。

保健師からのメッセージでお伝えしている「プラ
ス 10（テン）」を実行し、健康寿命を延ばしましょう。

● 問い合わせ　
　長寿健康課保健担当（☎62-4134）
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

1
時
〜
4
時

●
場
所　
市
役
所
1
階
会
議
室
B

（
福
祉
課
隣
）

●
内
容　
離
婚
、
相
談
、
土
地
な

ど
の
賃
貸
借
、
交
通
事
故
、
損

害
賠
償
、
サ
ラ
金
な
ど
消
費
者

問
題
な
ど

※
相
談
内
容
に
関
す
る
書
類
な
ど

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
定
員　
6
名（
相
談
時
間
一
人

30
分
）

●
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
予
約
制
）

●
受
付
期
間　

9
月
25
日（
月
）

〜
10
月
11
日（
水
）
午
前
9
時

〜
午
後
5
時

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
4
）

●
日
時　
9
月
8
日（
金
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
3
時

●
場
所　
大
月
市
民
会
館
4
階
視

聴
覚
室

●
内
容　
登
記
、
年
金
、
福
祉
、

道
路
な
ど
、
私
た
ち
の
身
近
な

問
題
に
つ
い
て
、
弁
護
士
な
ど

が
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

●
費
用　
無
料

※
予
約
は
不
要
で
す
。
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
4
）、
総
務
省
山
梨
行

政
評
価
事
務
所
（
☎

0
5
7
0

−

0
9
0
1
1
0
）

●
期
間　
9
月
4
日
（
月
）
〜
10

日
（
日
）
7
日
間
、
午
前
8
時

以
上
の
人

●
申
込
期
限　
9
月
15
日（
金
）

●
費
用　
無
料

※
講
習
は
、
2
日
間
の
講
習
と
な

り
ま
す
。

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
次
回
の
普
通
救
命
講
習
は
11
月

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
消
防

総
務
課
警
防
救
急
担
当（
☎
62

−
4
1
1
2
）

●
対
象
者　
認
知
症
の
人
と
そ
の

家
族
、
地
域
住
民
の
人

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

●
日
時　
9
月
24
日（
日
）
午
前

11
時
〜
午
後
2
時

※
都
合
の
よ
い
時
間
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
場
所　
に
ん
じ
ん
ホ
ー
ム
・
上

野
原
（
上
野
原
5
2
2
）

●
内
容　
カ
フ
ェ
と
ラ
ン
チ
、
グ

ル
ー
プ
ト
ー
ク
（
気
軽
な
お
し

ゃ
べ
り
）、
専
門
家
に
よ
る
認

●
日
時
　

9
月
23
日（
土
・
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

●
場
所　
市
役
所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
（
雨
天
時
も
み
じ
ホ
ー
ル
）

●
内
容　
模
擬
店
、
舞
台
発
表
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
主
催　
特
定
非
営
利
法
人
わ
か
ば

●
後
援　
上
野
原
市
、
上
野
原
市

社
会
福
祉
協
議
会

●
問
い
合
わ
せ　
上
野
原
福
祉
作

業
所
（
☎
63

−

4
7
2
5
）

●
日
時　
9
月
9
日（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
2
時
40
分

（
木
）、
12
月
7
日（
木
）、
21
日

（
木
）
午
後
3
時
〜
4
時

※
受
付
は
、
午
後
2
時
45
分
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

●
場
所　
秋
山
温
泉
2
階
広
間

●
内
容　
歯
科
医
師
に
よ
る
口
腔

内
検
査
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口

腔
体
操
、
嚥
下
訓
練
な
ど
歯
と
口

腔
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施

●
定
員　
15
名

●
参
加
料　
1
回
2
0
0
円

●
申
込
方
法　
参
加
希
望
の
人
は
、

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
者
に
は
、
後
日
通
知
を
郵

送
し
ま
す
。

●
申
込
期
限　
9
月
29
日（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
長
寿

健
康
課
地
域
包
括
支
援
担
当

（
☎
62

−

3
1
2
8
）

●
場
所　
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
運

動
場
（
富
士
河
口
湖
町
船
津

6
6
6
3

−

1
）

●
内
容　
支
援
学
校
、
福
祉
施
設

（
作
業
所
）
に
通
う
み
な
さ
ん

や
ゲ
ス
ト
な
ど
に
よ
る
演
技
、

演
奏
、
作
品
展
示
・
販
売
、
模

擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

体
験
工
房
、
お
楽
し
み
抽
選
会

●
問
い
合
わ
せ　
富
士
ふ
れ
あ
い

の
村
ま
つ
り
運
営
委
員
会
（
☎

0
5
5
5

−

72

−

5
5
3
3
）

●
対
象
者　
市
内
に
住
所
が
あ
る

65
歳
以
上
の
人

●
日
時　
10
月
12
日（
木
）、
19
日

（
木
）、
11
月
9
日（
木
）、
16
日

●
日
時　
9
月
23
日（
土
・
祝
）、

24
日（
日
）（
2
日
間
）、
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

●
場
所　
消
防
本
部
2
階
会
議
室

●
内
容　
上
級
救
命
講
習
（
成
人

お
よ
び
小
児
、
乳
児
の
心
肺
蘇

生
法
、
A
E
D
使
用
法
、
異
物

除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員　
20
名

●
受
講
資
格　
市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学
の
中
学
生

お
い
し
く
ご
は
ん
を
た
べ
る
た
め
の

お
口（
く
ち
）
の
健
康
教
室
参
加
者
募
集

知
症
ケ
ア
、
介
護
な
ど
の
相
談

●
費
用　
無
料

※
昼
食
は
希
望
制
で
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

※
お
茶
と
お
菓
子
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
、市
の
委
託
事
業
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
に
ん
じ
ん
ホ
ー

ム
・
上
野
原
（
☎
62

−

6
2
2
2
）

●
日
時　
10
月
13
日（
金
）
午
後

全
国
一
斉
『
高
齢
者
・
障
害
者

の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
』
強
化
週
間

認
知
症
カ
フ
ェ
『
は
る
カ
フ
ェ
』
に

お
越
し
く
だ
さ
い

30
分
〜
午
後
7
時

※
土
・
日
曜
日
は
、
午
前
10
時
〜

午
後
5
時

●
相
談
内
容　
高
齢
者
や
障
害
者

に
対
す
る
暴
行
、
虐
待
な
ど
の

人
権
に
関
す
る
相
談
を
電
話
で

受
け
付
け
ま
す
。

●
費
用　
無
料

《
電
話
相
談
窓
口
》

☎
0
5
7
0

−

0
0
3

−

1
1
0

※
強
化
週
間
以
外
の
平
日
は
、
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

ま
で
電
話
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
甲
府
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課
（
☎
0
5
5

−

2
5
2

−

7
2
3
9
）

第
22
回
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

『
一
日
合
同
行
政
相
談
所
』を

開
設
し
ま
す

上野原市郷土資料展開催 !! 第
3
回『
わ
か
ば
感
謝
祭
』に

今
年
も
出
か
け
よ
う
☆

こ
の
研
修
会
に

　
参
加
し
よ
う
!!

一緒に考えませんか？
障がい者のみなさんが

『働くこと、働き続けること』

上野原市郷土資料展▲

日時　９月 22 日（金）〜 24 日（日）
　　　　  午前 9 時〜午後 5 時▲

場所　もみじホール 1 階会議室１▲

内容　みなさんから寄せられた民具や古文
　　　　書、写真など、市の歴史文化を伝え
　　　　る郷土資料約 90 点を展示します。

▼費用　無料
※申し込みは不要です。気軽にお立ち寄りく
ださい。

【問い合わせ】　
社会教育課社会教育担当（☎ 62-3409）

郷土資料約 90 点展示

応
急
手
当
講
習
会
（
上
級
救
命

講
習
）
を
開
催
し
ま
す

▲江戸時代の上野原村検地帳

▼ 西原地区に伝わる『門男』

▼日　時　9 月 27 日（水）午後 1 時 30 分〜午後 3 時
　　　　　※受付時間午後 1 時〜 1 時 30 分
▼場　所　もみじホール 2 階会議室
▼参加料　無料
※申し込みは不要です。当日、受付時間内に
　お越しください。
▼主　催　東部圏域自立支援協議会日中活動部会

【問い合わせ】　
福祉課障害福祉担当（☎ 62-3115）

『
県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会
』

を
開
催
し
ま
す

悩まずにまずは
相談してください

おいしくご飯をたべるために、この教室に参加して、口
腔内検査や口腔体操をやってみよう。

お
口
の
健
康
は
、
長
寿
の
秘
訣
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 金物・土木建築資材・塗料
 水道部品・物置・カーポート
 家庭用品・ガラス修理

株式会社　富田
〒 409-0112 上野原市上野原 3261
☎ 0554-63-1331（代）　日曜・祝日定休日　国道 20 号 つるしん前

町の便利なお店
よしず・すだれ・麦わ
ら帽子・散水ホース・
バーベキュー用アミ・
木炭

国道沿いに大きな駐車場あり
お買い物は、お車でどうぞ !!

有料広告 有料広告

胃を大切に !!

ヘリコバクター・ピロリ菌除菌
治療費助成事業

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

□
西
原
地
区
　
奈
良
長
光

□
秋
山
地
区
　
野
崎
栄
作
、
関
戸

俊
仁

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
社

会
教
育
担
当
（
☎
62

−

3
4
0
9
）

●
日
時　
10
月
11
日（
水
）
午
後

1
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階

●
内
容　
発
育
や
発
達
の
遅
れ
な

ど
の
心
配
が
あ
る
お
子
さ
ん
に
対

す
る
家
庭
療
育
の
し
か
た
、
施
設

入
所
、
職
業
適
正
な
ど
の
相
談

●
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い（
完
全
予
約

制
）。

※
子
ど
も
の
心
身
に
障
害
が
あ
る

場
合
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
専

門
家
に
よ
る
適
切
な
治
療
や
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
都
留

児
童
相
談
所
（
☎
45

−

7
8
3
7
）

社
会
教
育
担
当
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
定
員
　
40
組

160
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

●
申
込
期
限
　

9
月
20
日（
水
）

●
参
加
費
　

3
千
円（
賞
品
代
、

パ
ー
テ
ィ
ー
代
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
募
金
（
5
0
0
円
）
含
む
）

●
プ
レ
ー
代　

1
万
3
5
0
0

円
（
キ
ャ
デ
ィ
ー
、
食
事
、
消

費
税
込
み
）

※
70
歳
以
上
の
人
は
、
ゴ
ル
フ
場

利
用
税
が
非
課
税
と
な
り
ま
す

（
年
齢
証
明
必
要
）。

●
職
種　
相
談
員

●
業
務
内
容　
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
業
務
、
障
が
い
者
（
児
）

相
談
支
援
業
務
、
特
定
障
が
い

児
相
談
支
援
業
務

●
募
集
人
員　
若
干
名

●
試
験
日
時　
11
月
11
日
（
土
）

●
試
験
会
場　
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
2
階
会
議
室

●
申
込
期
間　
9
月
19
日
（
火
）

〜
10
月
13
日（
金
）
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
（
土
・
日
除
く
）

※
募
集
要
項
、
試
験
申
込
書
は
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
9
月
4

日
（
月
）
か
ら
配
布
し
ま
す
。

※
募
集
要
項
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
63

−

0
0
0
2
）

●
日
時　
9
月
21
日（
木
）午
後
6

時
〜
8
時
30
分

●
対
象
者　
20
歳
以
上
の
上
野
原

市
民

●
測
定
内
容　
握
力
・
上
体
起
こ

し
・
長
座
体
前
屈
な
ど

●
場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル

●
参
加
費　
無
料

●
持
ち
物　
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
な
ど

※
参
加
者
に
は
、
体
力
診
断
表
を

お
渡
し
し
ま
す
。

※
当
日
は
、
運
動
の
で
き
る
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　
9
月
19
日（
火
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当
（
☎

62

−

3
4
0
9
）

●
対
象
住
宅　
浅
間
第
2
団
地
（
秋

山
8
6
7
2

−

2
）、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
・
3
階
建
・
76
㎡

●
募
集
期
間　

9
月
1
日（
金
）

〜
29
日（
金
）（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

●
応
募
資
格　
次
の
項
目
す
べ
て

に
該
当
す
る
人
が
対
象

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

・
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
人

・
同
居
す
る
親
族
な
ど
が
い
る
方

・
収
入
月
額
15
万
8
千
円
以
下
で
あ
る
人

※
世
帯
の
合
計
所
得
か
ら
公
営
住

宅
法
で
定
め
る
額
を
控
除
し
、

12
か
月
で
割
っ
た
金
額

・
本
人
お
よ
び
同
居
す
る
親
族
な

ど
が
暴
力
団
員
で
な
い
人

※
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
人

は
、
入
居
基
準
お
よ
び
収
入
基

準
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

●
申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
必
要
書
類
な
ど
を

送
付
し
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
都
市

計
画
課
計
画
担
当
（
☎
62

−

3
1
9
1
）

　
●
テ
ー
マ　
『
仲
間
と
心
を
一
つ

に
最
高
の
思
い
出
！
』

●
日
時　
10
月
7
日（
土
）
午
前

9
時
30
分
〜
午
後
2
時
45
分

※
予
備
日
10
月
8
日（
日
）

●
場
所　
や
ま
び
こ
支
援
学
校
校

内
、
体
育
館

●
内
容　
児
童
、
生
徒
の
学
習
の

成
果
を
「
う
た
と
げ
き
の
会
」、

「
作
品
展
示
」、「
作
業
班
販
売

会
」
な
ど
を
通
じ
て
発
表

●
問
い
合
わ
せ　
や
ま
び
こ
支
援

学
校
（
☎
23

−

1
9
4
3
）

「
第
39
回
や
ま
び
こ
ま
つ
り
」

に
行
っ
て
み
よ
う
☆

市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
採
用

試
験
を
実
施
し
ま
す

●
開
催
日
　
10
月
3
日（
火
）

●
場
所
　
メ
イ
プ
ル
ポ
イ
ン
ト
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ

●
申
込
資
格　

市
内
に
住
民
登

録
、
ま
た
は
勤
務
先
の
あ
る
人
、

ゴ
ル
フ
場
の
規
約
・
マ
ナ
ー
を

遵
守
で
き
る
人

●
申
込
方
法　
教
育
委
員
会
お
よ

び
実
行
委
員
宅
に
用
意
し
て
あ

る
「
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

《
実
行
委
員
》（
敬
称
略
）

□
大
目
地
区
　
浅
井
功
知

□
甲
東
地
区
　
志
村
義
夫

□
四
方
津
地
区
　
木
村
信
男

□
コ
モ
ア
し
お
つ
地
区
　
大
枝
靖

□
八
ツ
沢
地
区
　
小
林
輝
男

□
松
留
地
区
　
大
神
田
治
雄

□
大
鶴
地
区
　
加
藤
哲
夫

□
島
田
地
区
　
河
内
剛
、
佐
藤
和

弘
□
上
野
原
地
区
　
塚
本
浩
、
富
田

裕
久
、
横
瀬
明
、
飯
田
隆
男

□
棡
原
地
区
　
長
田
章
、
清
水
秀

彦

『
上
野
原
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
』

参
加
者
募
集

平
成
29
年
度
体
力
・
運
動
能
力

調
査
を
実
施
し
ま
す

県では、ヘリコバクター・ピロリ菌の医療保険
適用による除菌治療を実施した県民に対して治
療費の自己負担額の一部を助成します。

▲

助成対象者　平成 28 年 4 月１日以降に保険
　　　　　　　適用ピロリ菌除菌治療を開始し
　　　　　　　た方で治療開始の初日（除菌薬
　　　　　　　を受け取った日）における年齢
　　　　　　　が 20 歳以上 75 歳未満▲

助 成 額　薬剤費として負担した費用（上
　　　　　　　限 1,000 円）、除菌治療後の判
　　　　　　　定検査費（上限 1,000 円）▲

申 請 方 法　保険適用ピロリ除菌治療の終了
　　　　　　　後、平成 33 年 3 月 31 日までに
　　　　　　　申請書を知事に提出。
※申請書は長寿健康課保健担当にもあります。
※詳しくは、県のホームページをご覧ください。

【問い合わせ】
県健康増進課がん対策推進担当　（☎ 055-223-1497）

市
営
住
宅
（
浅
間
第
2
団
地
）

入
居
希
望
者
を
追
加
募
集
！

『
心
身
障
害
児
巡
回
療
育
相
談
』

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

1 級大工技能士　２級建築士　

『地元、上野原で約50年、棟梁魂と匠の技に、
日本最大のビルダー集団・ジャーブネットの力
を結集してお客様の夢を形にします』

　　　　新築・リフォームのご相談
　　　　お気軽にお電話ください。

 山梨県上野原市上野原 4078-5
（☎ 0554-56-8537）（FAX0554–56-8057）担当：志村剛

市立病院

ウェルシア薬局
公正屋

上野原市役所

国道２０号

志村工務店

志村工務店

山梨県 検索 ▲

日　時　平成 30 年 1 月 7 日（日）
　　　　　 　午前 11 時受付開始、
　　　　　  午前 11 時 30 分式典開始▲

会　場　もみじホール▲

対象者　平成 9 年 4 月 2 日〜平成 10 年
4 月 1 日までに生まれた人
※招待状は送付しません。該当する人は、直接会場に
お越しください。
※市内に住所がなく
ても本市出身者であ
れば気軽にご参加く
ださい。

【問い合わせ】　
社会教育課社会教育担当（☎ 62-3409）

新たな門出を迎えるみなさん !!

成人式に参加しよう !!

四方津石井工務店
お気軽にご相談下さい。

上野原市コモアしおつ４-20-1
TEL 0554(23)7076   0554(63)2065

外壁
塗装

介護
工事 新築 増改

築
外構
工事

市営住宅（浅間第 2 団地）
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▲ ▲ ▲

9 月の各種相談日・申請期限・窓口業務
区　　分 日　　時 場　　所

結 婚 相 談 所 毎週日曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

織物工業協同組合
☎ 63-3800

学校カウンセラー
教 育 相 談

毎週月曜日〜金曜日
（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 4：00

もみじホール相談室
☎ 63-5700
 0120-28-7830

消費生活相談 毎週月・木曜日（祝日除く）
午前 9：00 〜午後 4：00

生活環境課生活環境担当
☎ 62-3114

農 地 売 買・ 賃 借
申 請 書 提 出

9 月の申請書提出期限
11 日（月）

上野原市農業委員会（経済課内）
☎ 62-3119

市 税 収 納・
納 税 相 談

24 日（日）
午前 9：00 〜正午

税務課カウンター 
☎ 62-3113

市民課日曜窓口 24 日（日）
午前 9：00 〜正午

市民課カウンター 
☎ 62-3112

区　　分 日　　時 場　　所
児 童 巡 回 相 談 14 日（木）（要予約☎ 62-3115）

午前 10：00 〜午後 3：00
もみじホール

3 階和室

児童家庭相談室 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-1199

母 子 父 子
家 庭 相 談

毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-3115

ふれあい福祉相談 毎週木曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

市勤労青少年ホーム
相談室☎ 63-3444

人 権 相 談 8 日（金）、22 日（金）
午前 10：00 〜正午

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

行 政 相 談 19 日（火）
午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 A

障害者出張相談 21 日（木）（要予約☎ 62 ー 3115）
午後 1：30 〜 4：00

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

診療時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

内 科 
一 般 外 来

午前 初診 藤来 荒井 余語 村田 賀来 内科医師
午前
予約

 賀来
三澤・余語

岡本・村田
石井 藤来・花輪 小木

濵・藤来
岡本・村田

進藤
竹内

第 3 土曜日・予約

神 経 内 科 午前 栗田 瀧山
小 児 科 午前 牧野 牧野 牧野 玉井 牧野
小 児
心 臓 外 来 午後 喜瀬

第 4 水曜日・要予約

脳 神 経 外 科 午前 長坂 長坂 長坂 山梨大非常勤医師 長坂
外 科 ・
肛 門 外 科

午前 松野 遠藤 冨岡 松野 冨岡
午後 冨岡

胸 部 外 科 午後 平良  予約のみ

皮 膚 科
午前

大沼 三井午後 木下
第 2・３・４・５金曜日

整 形 外 科 午前 森田・樋貝 須田 戸島・樋貝 田・樋貝 樋貝

眼 科 午前 大野 徳田 大野
予約のみ

大野
（受付８:00 〜 10:00）

午後 杉谷

耳 鼻 咽 喉 科 午前 松岡 芦澤午後
泌 尿 器 科 午前 村石 小松

診療日９/ ９・30 のみ

婦 人 科 午前 山梨大非常勤医師
（受付８:00 〜 10:30）

西 原 診 療 所 午後 本田
第 1・3 木曜日のみ

秋 山 診 療 所 午前 岡本 古屋 上條
午後 岡本

※この案内は、8月20日現在のものです。都合により変更となる場合があります。
※小児科の夜間・休日診療などは、「富士・東部小児初期救急医療センター」で行っています。
　当日の小児科医は、他病院の小児科医とともに、センターでの診療にあたっています。
　富士東部小児初期救急医療センター（☎0555-24-9977）
※診療の受付時間は、午前８時〜11時 30分、午後2時〜４時までです。
※電話での問い合わせ受付時間は、午前8時30分〜午後５時までです。

▲ ▲ ▲

上野原市立病院 9 月の外来診療　●問い合わせ　市立病院（☎ 62−5121）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

《
創
業
セ
ミ
ナ
ー
》

●
対
象
者　
創
業
、
起
業
に
興
味

の
あ
る
人

●
日
時　
10
月
14
日
（
土
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所　
都
留
信
用
組
合
本
店

●
参
加
料　
無
料

●
定
員　
40
名

《
創
業
ス
ク
ー
ル
》

●
対
象
者　
創
業
、
起
業
に
興
味

の
あ
る
人

●
日
時　
10
月
21
日
（
土
）、
28

日
（
土
）、
11
月
4
日
（
土
）、

11
日
（
土
）、
18
日
（
土
）
全

5
回
、
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

●
場
所　
都
留
信
用
組
合
本
店

●
参
加
料　
1
0
8
0
0
円

●
定
員　
30
名

●
講
師　
創
業
支
援
に
精
通
し
た

専
門
家
（
中
小
企
業
診
断
士
、

税
理
士
）

※
申
し
込
み
は
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
、

加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
富
士
・
東
部
保

健
福
祉
事
務
所
健
康
支
援
課

（

☎
0
5
5
5

−

24

−

9
0
3
4
）

《
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
教
室
》

●
日
時　

9
月
18
日（
月
・
祝
）

午
前
9
時
〜
午
後
2
時

●
場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
1

階
調
理
室

●
参
加
料　
5
0
0
円

●
定
員　
15
名

●
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具

●
申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　

9
月
11
日（
月
）

●
問
い
合
わ
せ　
経
済
課
商
工
観

光
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
9
）

創
業
ス
ク
ー
ル
と
も
に
、
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
都
留

信
用
組
合
地
域
支
援
部
荒
井

（

☎
0
5
5
5

−

24

−

4
8
1
5
）

●
対
象
者　
結
婚
、
出
産
、
育
児
、

介
護
な
ど
で
職
場
を
離
れ
て
い

て
看
護
職
の
免
許
を
持
っ
て
い

る
人
な
ど

●
日
時　
9
月
27
日（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
2
時

●
場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留

3
階
（
都
留
市
下
谷

2
5
1
6

−

1
）

※
最
近
は
、
院
内
保
育
室
の
整
備

や
育
児
短
時
間
制
度
、
夜
勤
免

除
な
ど
の
就
業
時
間
の
工
夫
に

よ
り
看
護
職
員
が
働
き
や
す
い

環
境
を
整
え
る
医
療
機
関
が
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
新
の

看
護
業
務
に
不
安
を
抱
い
て
い

る
人
へ
の
病
院
内
実
務
研
修
や

職
場
復
帰
の
た
め
の
相
談
体
制

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
自
分
に
合
っ
た
職
場
を
選
択
す

る
き
っ
か
け
と
し
て
、
ぜ
ひ
参

上
野
原
名
物
「
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
」

を
作
っ
て
み
よ
う
！

「
山
梨
県
東
部
地
域
創
業
ス
ク
ー
ル
」

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

一人で悩まず
相談してください。

山梨県がん患者サポートセンター

『出張がん相談』を利用しよう

▼日　時　10 月 4 日（水）
　　　　　　午後 1 時 30 分〜午後 4 時
▼場　所　富士吉田市民会館 3 階会議室 1・2
　　　　　（富士吉田市緑が丘 2-5-23）
▼対象者　がん患者とその家族、関係者
※保健師、がんを経験した仲間（ピアサポー
　ター）が、がんの悩みや心配ごとなどの
　相談をお受けします。
※当日参加も可能ですが、
　事前の予約をお願いします。

【申込み・問い合わせ】　
県がん患者サポートセンター（☎ 055-227-8740）

富
士
・
東
部
地
域
看
護
職
員

就
業
相
談
会

●
試
験
職
種　
甲
種
、
乙
種
（
全

類
）、
丙
種

●
試
験
日
・
会
場　

10
月
22
日

（
日
）・
山
梨
英
和
大
学
（
甲
府

市
横
根
町
8
8
8
）、
10
月
28

日
（
土
）・
都
留
文
科
大
学
（
都

留
市
田
原
3

−

8

−

1
）

●
申
請
場
所　
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
山
梨
県
支
部
（
甲
府
市

塩
部
2

−

2

−

15
湯
村
自
動
車

学
校
敷
地
内
）

※
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
9

時
〜
午
後
5
時
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
期
間
　

《
書
面
申
請
》
9
月
6
日（
水
）
〜

13
日（
水
）

《
電
子
申
請
》
9
月
3
日（
日
）
〜

10
日（
日
）

※
電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

※
願
書
は
、
市
消
防
本
部
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
消
防
総
務
課
予

防
担
当（
☎
62

−

4
1
1
2
）

「
平
成
29
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験
」

を
実
施
し
ま
す
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ニ
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ー
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誕生

▼巌地区
　坂本光

ひかる

（渉）
▼島田地区

　中島莉
れ い な

菜（裕）
　中村陽

は な

菜（和義）

▼上野原地区
　園田結

ゆ り

梨（哲太郎）
　降矢朔

さく

（大輔）

▼秋山地区
　井上陽

ひ な の

菜乃（政司）
婚姻

▼巌地区
　澤田誠＝杉本真知子

▼上野原地区
　小俣涼太＝渡邊真由

▼秋山地区
　関戸崇通＝加藤友香
死亡

▲

甲東地区
　安藤誠（廣一）

▼巌地区
　大塚貢（真一）

▼島田地区
　平本八千代（眞一）
　小俣正雄（昌道）

▼上野原地区
　歌田實（勝美）
　吉村公江（奈良秋栄）
　相馬清（かつ子）
　金瀧誠（文夫）
　佐藤正信（佳功）
　市川敏治（聖一）
　水越幸雄（一之）
　石井アイ子（修）
　西野愛子（一德）

▼棡原地区
　山口きくの（正喜）

▼西原地区
　長田アイ子（久田正子）

▼秋山地区
　原田ひろ江（一之）
　小俣絹子（智明）

（　）は、誕生の場合が保護者、死亡の
場合が届出人です。

【敬称略　順不同】
＝７月届出分＝

●『たまひよママのお茶会』棡原地区

【日　時】　9 月 25 日（月）午前 10 時〜正午
【場　所】　棡原保育所

【内　容】　砂場や滑り台がある広いお庭で、地域のお年寄
                 りやお姉さんたちと親子一緒に遊べます。

【問い合わせ】   代表者  互井（☎ 090-3212-2262）

すくすく育て
うえのはらっ子

〜我が家の主役〜

● 子育てサロン『あそびにおいでよ！』
【日　時】　9 月 14 日（木）、28 日（木）
　　　　   午前 10 時〜正午

【場　所】　新一区集会所
【内　容】　親子が安心して遊べ、ママ友がつくれる。
               子育ての悩みなどを気軽に相談できる第 2
               の実家のような場所です。

【問い合わせ】   代表者 作田（☎ 090-9134-7827）

おめでた・おくやみ

市では、上野原こども園内と巌こども園内の２か所に、子育て支援センターを設置しています。
子育て支援センターは、親子で自由に遊ぶことができ、親同士の交流や情報交換、悩みの相談ができる場所です。
毎月、誕生会、お話広場、子育て講座など、多数行事を行っています。ぜひ、ご利用ください。

〜 子育て応援掲示板 〜

●『島田子育て＆地域カフェ』
【日　時】　9 月 7 日（木）午前 10 時〜正午
【場　所】　島田コミュニティセンター
※息抜きやお友達づくりにどうぞ。
※別室には、100 円で利用できる地域のみなさんのた

めのお茶のみコーナーがあります。
【問い合わせ】   代表者  佐藤（☎ 63-1519）

●『たまひよ DX』
【日　時】　9 月 30 日（土）、午前 10 時〜正午
【場　所】　コモア内ウエスト 4 丁目集会所
【内　容】　『たまひよ DX』は、成長・発達がゆっくり。マ
　　　　　  イペース？なお子さん（18 歳位まで）の健やか
　　　　　  な育ちを願う親の会です。

【問い合わせ】　代表者 森本（☎ 080-5112-3142）
※日時が変更する場合があります。参加希望者はご連絡ください。

〜 子育てサポート情報 〜

ソフトドリンク1杯サービス

       S
IEG

上
野

原
3632　

☎
0554（

63）2882
ラ

ン
チ

プ
レ

ー
ト

を
ご

注
文

で

広報うえのはら

おトクーポン

Cafe ＆ Restaurant

ジ
ー

ク

S
サ

イ
ズ

秋山地区　　小林　希
き い

依ちゃん （5 歳 8 か月）

　　　　　　　 謙
けんしん

心くん （2 歳 10 か月）
　　譲さん、英絵さんの長女・長男

“ 元気と笑顔をありがとう♡楽しく仲良くたくましく育ってね ”

レギュラー珈琲無料!

SLO
W

 LIFE
上

野
原

4006-8
☎

0554（
56）8058

SLOW
 LIFE

で
夜

の
お

食
事

を
さ

れ
た

方
は

広報うえのはら

おトクーポン

正札の30％
引

ファミリーショップ　ハ
ラ

ダ
上

野
原

2012　
☎

0554（
62）3225

国
産

品
グ

ン
ゼ

、
肌

着
、

男
性

用
・

婦
人

用
各

種

広報うえのはら

おトクーポン

1 ,500円
に!!

風
林

亭
八

ツ
沢

1380-1　
☎

0554（
63）5585

通
常

2,000
円

の
う

ど
ん

ラ
ン

チ
セ

ッ
ト

が

広報うえのはら

おトクーポン

焼
き

肉
　ジ

ャ
ン

味
上

野
原

3648　
☎

0554（
63）3377

広報うえのはら

おトクーポン
月

曜
日

ご
来

店
で

、10,000円
以

上
お

食
事

さ
れ

た
方

マッコリボトル1本サービス

クーポンは、
切り取ってお使いください。

広報うえのはら

おトクーポン

●『子育てサロン＊ぽかぽか＊ひろば』
【日　時】　9 月 19 日（火）、ベビーマッサージ午前 10 時 30 分〜

　　　　　　　11 時 10 分、リトミック午前 11 時 30 分〜午後 0 時 10 分、
　　　　　　　ジュニアリトミック午後 4 時〜 5 時

【場　所】　コモア内ウエスト 4 丁目集会所
【内　容】　リズム体操、工作、親子で楽しむ簡単料理など
【問い合わせ】　山本（☎ 090-4420-3521）
　　　　　　　　　  （☎ 63–6623）

《募集》
わが家の主役に掲載する写真を募集しています。掲載を希望される方は、企画課までお問い合わせください。 企画課政策推進担当　 （☎ 62-3118）

【対象者】　
　市内に住所がある人、市内に勤務されている人、市
内の学校に在学している人で次の項目に該当する人

・就学前のお子さんと保護者
・妊婦さん
・子育て支援活動をされている人
【利用期間】　
　毎週月曜日〜金曜日（祝日・年末年始を除く）
【利用時間】　
　午前9時〜午後0時 30分、午後2時 30分〜 4時
※相談受付：午前8時 30分〜午後4時 30分
※ランチルーム：午前11時 30分〜午後0時 30分

●子育て支援センターを利用しよう !!

【場所】
上野原こども園内、巌こども園内
※わからないことがありましたら、気軽にお問
い合わせください。

●問い合わせ　
　上野原子育て支援センター（☎56-8351）、
　巌子育て支援センター（☎62-6201）

秋山地区　小俣 晴
は る と

仁 くん （6 歳 0 か月）

英俊さん、靖子さんの長男
“ 素敵なお友達を沢山つくってね !!”
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ニ
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一 般 書
◇『四時過ぎの船』
　古川真人／著　新潮社
◇『銀河の通信社』
　長野まゆみ／著　河出書房新社

児 童 書
◆『恋する熱気球』
　梨屋アリエ／著　講談社

◆『空で出会ったふしぎな人たち』
　斉藤洋／作　高畠純／絵　偕成社

絵 本
○『あやしい妖怪はかせ』
　西村繁男／絵　小森香折／文　アリス館

図書館イベント

《開館時間》
●水・金・土・日　午前9時30分〜午後5時
●火・木　午前9時30分〜午後7時

【問い合わせ】市立図書館　☎ 63-5241

♯129

スマイル
ニュース

SMILE NEWS

リンデン
だより

LINDEN DAYORI

◆子ども映画館『スイミー』
日時　9 月 9 日（土）午前 10 時〜10 時 30 分、
　　　 午後 2 時〜 2 時 30 分
◆おはなし会『ながねぎきょうだい』ほか
日時　9 月 16 日（土）午後 2 時 30 分〜
◎たんぽぽ会
◆リンデンドーム朗読館

『くじけないで』柴田トヨ／作　ほか
日時　9 月 24 日（日）午後 2 時〜
◎上野原朗読の会
◆親子文芸講座

『ビーズ教室』
日時　9 月 23 日（土・祝）午後 1 時〜 2 時
◆ライブラリーキッズルーム
〜英語絵本おはなし会〜
アニメ『ピーターパン』ほか
日時　9 月 2 日（土）午前 10 時〜正午
〜子どもおはなし図書館〜

『おつきさんこんばんは』
日時　9 月 19 日（火）午前 11 時〜正午
※ライブラリーキッズルーム終了後、幼児と保
　護者を対象に会議室を開放しています。ぜひ
　ご利用ください。

定休
日／

水曜
　営

業時
間

/1
1：

30
〜

15
：0

0
※

本
券

1
枚

に
つ

き
4

名
様

ま
で

使
用

可
能

で
す

。
※

本
件

を
使

用
の

際
は

、
必

ず
注

文
時

に
提

示
し

て
く

だ
さ

い
。

※
こ

の
割

引
は

、
現

金
払

い
の

み
有

効
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

※
他

の
割

引
・

サ
ー

ビ
ス

の
併

用
は

で
き

ま
せ

ん
。

※
コ

ピ
ー

の
使

用
は

不
可

※
ク

ー
ポ

ン
券

は
、

現
金

と
の

お
引

き
換

え
は

で
き

ま
せ

ん
。

※
有

効
期

限
：

20
17

年
9

月
末

日
ま

で

定休
日／

日曜
　営

業時
間

/1
1：

00
〜

22
：0

0
※

本
券

1
枚

に
つ

き
2

名
様

ま
で

使
用

可
能

で
す

。
※

本
券

を
使

用
す

る
場

合
は

、
必

ず
注

文
時

に
提

示
し

て
く

だ
さ

い
。

　
な

お
、

本
券

の
使

用
は

現
金

払
い

の
み

有
効

で
、

他
の

割
引

・
　

サ
ー

ビ
ス

の
併

用
は

で
き

ま
せ

ん
。

※
コ

ピ
ー

の
使

用
は

不
可

※
ク

ー
ポ

ン
券

は
、

現
金

と
の

お
引

き
換

え
は

で
き

ま
せ

ん
。

※
有

効
期

限
：

20
17

年
9

月
末

日
ま

で

定休
日／

火曜
　営

業時
間

/1
1：

00
〜

14
：0

0
※

本
券

1
枚

に
つ

き
1

組
様

ま
で

使
用

可
能

で
す

。
※

本
件

を
使

用
の

際
は

、
予

約
時

に
そ

の
旨

を
お

伝
え

く
だ

さ
い

。
※

当
店

を
ご

利
用

す
る

際
は

、
電

話
で

の
ご

予
約

が
必

要
で

す
。

※
他

の
割

引
・

サ
ー

ビ
ス

の
併

用
は

で
き

ま
せ

ん
。

※
コ

ピ
ー

の
使

用
は

不
可

※
ク

ー
ポ

ン
券

は
、

現
金

と
の

お
引

き
換

え
は

で
き

ま
せ

ん
。

※
有

効
期

限
：

20
17

年
9

月
末

日
ま

で

定休
日／

火曜
日　

営業
時間

/平
日1

7：0
0〜

22：
00、

土日
　　

11
：0

0〜
14

：0
0

※
本

券
1

枚
に

つ
き

1
組

様
ま

で
使

用
可

能
で

す
。

※
本

券
を

使
用

す
る

場
合

は
、

必
ず

入
店

時
に

提
示

し
て

く
だ

さ
い

。
　

な
お

、
本

券
の

使
用

は
現

金
払

い
の

み
有

効
で

、
他

の
割

引
・

　
サ

ー
ビ

ス
の

併
用

は
で

き
ま

せ
ん

。
※

コ
ピ

ー
の

使
用

は
不

可
※

ク
ー

ポ
ン

券
は

、
現

金
と

の
お

引
き

換
え

は
で

き
ま

せ
ん

。
※

有
効

期
限

：
20

17
年

9
月

末
日

ま
で

17
：0

0〜
22

：0
0

クーポンは、
切り取ってお使いください。

広報うえのはら

おトクーポン

市立図書館

「もし、自分の地域だったら」
〜他の地域の災害も、大切な教訓に〜

富士・東部地域防災リーダー養成講座

7 月 21 日（金）、22 日（土）に行われ
た「富士・東部地域防災リーダー養成講座」
に私たち市男女共同参画推進委員会が参加
しました。昨年の講座には、女性の参加者
数が少なく感じましたが、今年は、富士吉
田市の女性消防団員が参加するなど、全参
加者の２割にあたる女性の参加がありまし
た。災害時における女性の関わり方の必要
性が浸透してきたと感じています。

ここ数年は、いくつもの大きな災害が発
生し、テレビなどでその様子を目にする機
会が増えたと思います。今回参加した講座
では、講師の山下博史さん（NPO 法人災害・
防災ボランティア未来会代表）から「なん
となく災害のニュース映像を見るだけでな
く、この災害がここで起きたらどうなるか
と想像し、避難の具体的なイメージを持つ
ことが大切だ」との話がありました。

また、地震対策については、家具の転倒
被害が出た場面を実際に見た講師自身の経
験から、新聞紙を使った簡易な方法でも被
害を最小限に防ぐことができるといった説
明がありました。

防災訓練をはじめ災害と向き合うこと
は、特別なことではなく、テレビを見てい
るときなど、日常生活を送るなかでもでき
る。今、この瞬間でもできることを行動に
移すだけで、命を守ることにつながると、
講座に参加して感じました。

【現場の様子】
柱や梁（はり）への鉄筋の組み込みが終わり、2 階から 3 階への立
ち上げ準備を終えました。8 月初旬にはコンクリートを流し込み、
いよいよ建物の骨格部分が完成します。また、1 階部分にはサッシ
が入り、今後、徐々に内装工事に入っていきます。

【進捗状況】
平成 29 年 7 月末現在、完成までの進捗率は 35％で、予定どおり順調
に工事が進んでいます。なお、工期は、平成 30 年 1 月 31 日まで、同
年 4 月の開所予定です。
●問い合わせ　福祉課福祉施設担当（☎ 62-3115）【撮影日 8 月 7 日】
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【問い合わせ】市男女共同参画推進委員会
（総務課行政防災担当内）☎ 62-3117

報告　（仮称）上野原市総合福祉センター建設工事の進捗

総務省統計局では、10 月１日現在で就業構
造基本調査を実施します。調査をお願いする世
帯には、9 月下旬に調査員が伺い、調査書類を
お配りします。回答は、パソコンやスマートフ
ォンを使って、簡単にインターネットで回答す
ることが可能となっています。調査の趣旨をご
理解いただき、回答をお願いします。

【問い合わせ】　
企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

調査にご協力ください !!

『就業構造基本調査』
●日時　10 月 23 日（月）〜 24 日（火）
　　　　《23 日》午前 9 時 50 分〜午後 4 時 50 分
　　　　《24 日》午前 9 時 50 分〜午後 3 時 55 分
　　　　※受付は午前 9 時 20 分から行います。
●場所　もみじホール 2 階会議室　　
●定員　90 名（定員になり次第締め切り）
●費用　6500 円　
●申込方法　申込用紙に必要事項を記入し、費用

と合わせて、消防総務課に直接申込ください。
※申込用紙は、消防総務課に用意してあります。
※日本防火・防災協会ホームページからもダウンロードできます。

【問い合わせ】　
消防総務課予防担当（☎62–4671）

『新規甲種防火管理者資格付与
講習会』を実施します。

●対象者　求職者、創業希望者　
●日時　9 月 24 日（日）、10 月 14 日（土）、20 日
　　　　（金）午前 10 時 30 分〜午後 3 時 30 分
●場所　《1 日目》もみじホール 3 階会議室８
　　　　《2・3 日目》もみじホール入口集合　　
●定員　12 名（定員になり次第締め切り）
●費用　無料　
　　　　※ 2、3 回目は実習のため、イベント
　　　　　保険への加入をお勧めします（任意）
●申込期限　9 月 15 日（金）

【問い合わせ】　
市地域雇用創造協議会（☎ 56-8858）

市地域雇用創造協議会 人材育成メニュー

『林業基礎知識修得セミナー』
●対象者　市内事業者・創業希望者　
●日時　9 月 30 日（土）
　　　　 《1 回目》午後 1 時〜午後 3 時 30 分
　　　　 《2 回目》午後 4 時 30 分〜午後 7 時
●場所　もみじホール 2 階会議室 2
●内容　キヌアを使ったレシピの公開・試食
●費用　無料　
●申込期限　9 月 22 日（金）

【問い合わせ】　
市地域雇用創造協議会（☎ 56-8858）

市地域雇用創造協議会 雇用拡大メニュー

『実践成果物公開セミナー』

調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
!!

▼ キヌア

くらしのガイドプラス
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月
16
日（
水
）午
後
8
時
、
鉦か

ね

　
　

と
太
鼓
の
音
が
無
生
野
集
会

所
に
響
き
渡
り
、
白
装
束
の
演
者
が

部
屋
の
中
に
入
る
。「
無
生
野
大
念
仏
」

が
始
ま
っ
た
。

大
念
仏
と
は
、
人
々
が
一
堂
に
集

ま
り
念
仏
を
施
す
行
事
。
念
仏
が
と

も
な
う
と
こ
ろ
か
ら
「
念
仏
踊
り
」

や
「
踊
り
念
仏
」
と
い
わ
れ
る
。
江

戸
時
代
ま
で
各
地
で
見
ら
れ
た
こ
の

大
念
仏
は
、
山
梨
県
内
で
現
在
、
完

全
な
形
で
残
っ
て
い
る
の
が
、
秋
山

地
区
の
無
生
野
だ
け
だ
。

こ
の
大
念
仏
は
、
南
北
朝
時
代
の

直
前
に
無
念
の
死
を
遂
げ
た
護も

り
な
が
し
ん

良
親

王の
う
と
雛ひ

な
づ
る
ひ
め

鶴
姫
を
追
善
供
養
す
る
た
め

に
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

毎
年
、
旧
暦
の
正
月
16
日
と
太
陽

暦
の
盆
8
月
16
日
の
年
2
回
行
わ
れ

る
。
以
前
は
、
そ
の
年
に
選
ば
れ
た

当
役
の
家
で
行
わ
れ
た
が
、
今
で
は
、

集
会
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。

太
鼓
や
鉦か

ね
を
た
た
き
な
が
ら
踊
り
、

拍
子
は
勇
壮
で
「
一
本
太
刀
」、「
二

本
太
刀
」、「
ぶ
っ
ぱ
ら
い
」、「
祈
祷
」

の
演
目
を
行
う
。

国
の
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
無
生
野
大
念

仏
は
、
保
存
会
が
継
承
に
あ
た
り
、
地

域
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
約
6
0
0

年
と
も
言
わ
れ
る
歴
史
を
守
り
繋つ

な
い

で
い
る
。

こ
の
日
も
先
祖
か
ら
託
さ
れ
た
想

い
を
背
負
う
保
存
会
会
長
や
演
者
た

ち
が
、
若
い
世
代
に
そ
の
想
い
や
技

術
を
継
承
し
た
。

無生野大念仏保存会
会長　藤

ふじもとくにとら

本國虎さん

　私もそうだったよう
に、子どもの頃におぼえ
た踊りは、一生忘れない。
孫の龍虎には、たとえ進
学や就職でこの地を離れ
たとしても、この大念仏
の時だけは帰って来てほ
し い。 そ し て 600 年 以
上もの間、託し託されて
きた先祖の想いを大切に
してほしい。

想いを託す

　  託される者
無生野大念仏　

藤
ふじもとりゅうと

本龍虎さん 吉田高２年
　小学 1 年生からはじめ
た大念仏。すでに 12 年
間続けています。約 600
年の歴史の 1 コマでも携
われることは、とても誇
りに思っています。これ
からもできる限り、大念
仏を踊り続けたいです。

国指定重要無形民俗文化財
600 年の歴史を繋

つな

ぐ保存会と無生野区の人たち写真説明【平成 29 年 2 月 12 日（旧暦の正月 16 日）、８月 16 日（太陽暦の盆 16 日）に撮影した写真を掲載しています】
①太鼓振りと棒振り、太刀振りの３人の演者が鳴り物にあわせて踊る一本太刀。②白装束の演者３人が入場し大念仏が
始まる。③玄関先に飾られた提灯。無生野ではなく無上野と書かれているのにはいわれがある。④教主の祈祷。⑤棒振
りは参加せず、太鼓振りと両手に太刀を持った太刀振りの二人で踊る。⑥県外からも多くの見物客が訪れていた。⑦演
目の中で最も特異な『ぶっぱらい』。⑧道場に飾られていた幣束や縄は、大念仏が終わるとひとつにまとめられ、集会所
近くの大念仏供養塔に供えられる。⑨道場中央に飾られていたお札は、ご利益があるとされ、参加者に配られる。
※番号がない写真は、無生野大念仏の演者たち。　　　　　　　【問い合わせ　社会教育課社会教育担当　☎ 62−3409】

8

1

２

345

6
9 8

7

大
念
仏
供
養
塔
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寄り道うえのはら
広報担当者が行く

　　    秋山ふるさとまつり
　　   輪の花 !! 秋山の夜空に咲く !!

7 月 26 日（水）から 10 日間、上野原小学校で、
学力フォローアップ夏期教室が行われました。こ
の教室は、子どもたちに学ぶ楽しさやわかる喜び
を感じさせ、基礎学力と学習意欲の向上を図る目
的で 3 年前から行われています。今回は、市内の
各小中学校の協力により行われ、参加した児童は、
学校の先生や支援員の指導を受けながら真剣に学
習していました。

8 月 10 日（木）から 3 日間、県立ゆずりはら青少
年自然の里で、夏のちびっこキャンプが行われま
した。このキャンプは小学校１年生〜３年生を対
象に、自立することを目的として開催されたもの
です。キャンプには市内の小学生だけでなく、千
葉県からの参加もありました。10 日（木）には水
遊び、花火などが行われ、なかでもクラフト体験
では、参加した 46 名の小学生が世界に一つしか
ない思い思いのパズルをつくりました。

8 月 13日（日）、秋山中学校グラウンドで、秋山ふるさ
と祭りが行われました。これは、秋山青年部が主催して
毎年この時期に行われるものです。また、会場には、焼
きそば、金魚すくいなどの出店が並び、会場中央には、
やぐらを建て、秋山音頭などの曲に合わせて盆踊りが行
われました。祭りのクライマックスでは、打ち上げ花火
が上がり、夜空いっぱいに広がる花火を見るたびに、来
場者から声援があがりました。

8 月 5 日（土）から 2 日間、もみじホール 1 階会議室１
で、ピースフェスタ 2017「原爆と人間」パネル展が行
われました。会場には、夏休み中の子どもたちも多く
訪れ、子どもたちは、原爆の悲惨さを伝えるパネルの
すべてを、くいいるように見ていました。

　　　   夏のちびっこキャンプ
　　   界に１つだけのパズル作り !!世

　　　 学力フォローアップ夏期教室
　　  休みの学校 !! 勉強に励む !!夏

　　　 　「原爆と人間」パネル展
　　     兵器廃絶!! 悲劇を繰り返さないために !!核

大

▲学校の先生や支援員のみなさんの指導にも熱がこもります

▲

展示されたパネルからは、原爆の恐ろしさが伝わってきます

▲ドキドキ、ワクワクの 3 日間を過ごす子どもたち

8 月 6 日（日）、もみじホール 2 階会議室２でピース
フェスタ 2017 特別口演が行われました。この口演で
は、市内在住の浪曲師、木村勝千代さんが原爆秘話「伸
ちゃんの三輪車」を浪曲で語りました。会場に訪れた
100 名の観覧者は、三味線を伴奏にした独特の節と心
のこもった語りに聞き入っていました。

　　　　　　  ピースフェスタ 2017 特別口演
　　   曲で紡ぐ !! 平和な世界 !!浪

▲編集ソフトで広報うえのはらを制作する岡本さんと加藤さん

▲

照明がすべて消された会場の夜空に、大輪の花火が広がった

8 月 10 日（木）、市役所で、上野原高校２年生の加藤智
章さんと岡本光太さんが市企画課で職場体験を行いまし
た。職場体験では、広報うえのはらの取材から記事作成、
編集などを行いました。二人は慣れない写真撮影や記事
作成に悪戦苦闘しながらも、寄り道うえのはらのコーナ
ーをつくりあげました。右ページの夏のちびっこキャン
プの写真と記事は、二人がつくったものです。

　　　上野原高校インターンシップ
　　 場体験 !! 広報うえのはらの編集に挑戦 !!職

▲

浪曲師の木村勝千代さんの心のこもった口演

編
集
後
記

先
日
、
福
島
県
南
相
馬
市
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
7
月
に
避
難

指
示
区
域
の
ほ
と
ん
ど
が
解
除
に
な

り
、
除
染
も
す
す
ん
で
い
る
南
相
馬

市
。
私
が
訪
問
し
た
日
は
、
市
民
盆

踊
り
大
会
が
行
わ
れ
て
い
て
、
多
く

の
市
民
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
、
上
野
原
市
と
変
わ
ら
な
い

日
常
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
、
南
相
馬
市
児
童
受
入
事

業
や
南
相
馬
市
の
訪
問
で
感
じ
た
こ

と
は
『
優
し
さ
』
で
す
。
受
入
事
業

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
互
い
を
思
い

や
り
協
力
し
合
っ
て
活
動
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
急
な
訪
問
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
取
材
に
協
力
し
集
ま
っ
て

く
れ
た
子
ど
も
た
ち
や
そ
の
親
の
み

な
さ
ん
。
そ
し
て
全
面
的
に
今
回
の

特
集
記
事
作
成
に
協
力
し
て
く
れ
た

桜
井
市
長
を
は
じ
め
市
職
員
、

N
P
O
の
み
な
さ
ん
。
そ
の
す
べ

て
の
方
か
ら
、
言
葉
で
表
す
こ
と
が

で
き
な
い
優
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

き
っ
と
、
震
災
や
原
発
事
故
を
経
験

し
て
き
た
か
ら
こ
そ
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
魅
力
的
な
人
が
い
る
南

相
馬
市
に
愛
着
が
わ
き
ま
し
た
。

南
相
馬
市
で
は
、
毎
年
７
月
下
旬

に
、
1
0
0
0
年
の
歴
史
を
持
つ
相

馬
野
馬
追
祭
が
開
催
さ
れ
る
と
の
こ

と
。
来
年
は
、
こ
の
祭
り
を
見
学
し
た

い
で
す
。
み
な
さ
ん
も
南
相
馬
市
に
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
大
神
田
）
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